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藥劑(特 ニ「ア ンチ ピ リン」,「鹽酸 キニー ネ」及ビ

沃度加里)ニ ヨル過敏症樣反應ニ就テ

岡山醫科大學衛生學教室(主任緒方教授)

森 下 亮 善

[昭和12年11月24日 受稿]

 Aus dem Hygienischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata)

 Serologische Studien uber anaphylaktische Reaktionen mit Arzneimitteln 

       (Antipyrin, Chinin und Kalium jodatum). 

                    Von 

              Ryozen Morishita. 

             Eingegangen am 24. November 1937. 

 Verfasser adsorbierte Antipyrin, Chininum hydrochloricum und Kalium jodatum 

mit Adsorbin, dann bewahrte er diese Gemische 2 Stunden lang im Brutschrank (37℃)

 und 24 Stunden lauf bei zimmertemperatur auf. Nach  funfmaliger Abspullung dieser 

adsorbierten Mittel mit physiologischer Kochsalzlosung emulsierte er den Bodensatz 

zu 1% mit Kochsalzlosung. Damit sensibilisierte er Versuchstiere (Meerschweinchen 

oder Kaninchen) und  prufte nach Reinjektion mit Arzneimitteln aktive Anaphylaxie, 

Hautreaktion auf Injektionsstelle und isolierte Organreaktion. Daher prufte er weiter 

mit sensibierten Tiersera passive Anaphylaxie auf die  gleiche Weise. Ale Kontroll-

versuch verwendete er nicht adsorbierte Mittel zur Sensibilisierung und bekam immer 

negative Reaktion. Auf Sensibilisierung mit adsorbierten Arzneimitteln reagierten die 

 Versuchstiere nicht so typisch wie bei  Serumanaphylaxie, es fehlte ale ganzes der 

positive Symptomekomplex wie beim letzteren Versuch. Doch bekam er durch Blut-
drucksenkung des Kaninchens oder durch Kontraktion des isolierten Darms mit dem 

Magnusapparate einige positive Falle bei Antipyrin,  Chiuinum hydrochloricum, und 

noch deutlicher mit allgemeinen schwachen anaphylaktischen Symptomen mittels 

 Kalium jodatum.
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 Die Versucheresultate lassen sich folgendermassen kurz zusammenfassen. 

 1) Durch Sensibilisierung mit adsorbiertem Antipyrin oder Chinin kann man 

bei aktiver und passiver Anaphylaxie Temperatursturz und Komplementverminderung 

 leichten Grades nach Arzneimittelreinjektion beobachten. 

 2) Durch Kalium jodatum werden die anaphylaktische Reaktion bei den Versuchs-

tieren noch starker bemerkt. 

 3) Mittels Chininum hydrochloricum kann man die Hautreaktion, namlich Pete-

chien und Quaddelbildung, als lokale Reaktion hervorrufen, aber bei Autipyrin und 

Kalium jodatum niemals. 

 4) Mit Kalium jodatum beobachtet man die anaphylaktische Kontraktion des 

isolierten Darms, aber mit Antipyrin-oder Chininversuch nicht. 

 5) Mit Kalium jodatum kann man die Blutdrucksenkung bei sensibilisierten

 Kaninchen nachweisen, dagegen bei dem beiden anderen Mitteln bleibt diese Reaktion 

 negativ. 

 6) Es fehlt im ganzen Versuch die positive Reaktion mit serologischer Serum-

reaktion sowohl mit Prazipitin, als auch mit Komplementbindung. (Autoreferat)
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文 獻

第1章 緒 論

V. Pirquet1)氏 ハAllergieニ ハ前處 置ヲ主

要條件 トシ,彼 ノ意 見ニ ヨレバ,正 常 ト異 ナ

ル反應ノ内ニハ時間的,數 量的,性 質的ニ 異

ナル3種 類 ノ反應 ヲ總括 ス可 キモノナ ラザル

ベカラズ.故ニ 蛋 白體ニ 對 スルAnapbylaxie

ハ勿論 食餌性及 ビ藥 物ニ 對 スル過敏症 ノ後天

的ナルモノモ コレニ包括 サル.Doerr2)氏 ハ

Idiosynkrasieハ 特 異體質ニ 基 キ正常ニハ 何

等變化 ナク,耐 へ得 ル物質 ノ經 口的又 ハ外用

ニヨリテ性質的ニ 過度 ナルカ,或 ハ正常以上

ノ強度ニ 病的反應症 状 ヲ來 スモノニシテ,其

ノ物質 ハ多 クハ血清學上抗原 トシテ認 メラル

ルモ ノナルモ,一 部 分ニ 於 テ非抗原性物質ナ

ル コ トア リ.藥 物特異體質 反應トAnaphy-

laxieハ 共ニAllergieニ包 括サルベ キナ リ ト.

Coca氏 ハ之ニ 對シHypersensitivenessナ ル

語 ヲ以 テ,Allergie, Anaphylaxieヲ 包括 シ,
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AnaphylaxieハAllergieニ 類 屬 スベ キモノ

ニ非 ズ.兩 者ハ全 ク別個 ノ現象 ナル コ トヲ主

張 シ,彼 ノ所謂Hyersensitivenessナ ル モノ

ニ於 テハ,其 ノ個體 ノ特異 反應性ニ主 要 ナル

意義ヲ 置 キ.コ ノ反應性 ヲ有 スル個體 ハ,一

定 ノ物質ニ 依 リ他 ノ個體ニ 於 テハ,無 害 ナル

モノガ特異 ノ症 状 ヲ呈 スルモノナ リトシ,コ

ノ症状 ハ同種屬 ノ動物ニ 於 テハ,異 レル物質

ニ對 シテ モ其 ノ反應 ノ表現 ハ同 樣 ナ リ ト云

フ.尚 ホ彼ハAllergieハ 先天 的ニ シテ非抗

元體 ニ ヨリ惹起 セラル ル モ ノナル モ,Ana-

phylaxieハ 實驗的ニ シテ抗原體ニ 由 リ其 ノ性

質ヲ獲得 スルモノニ シテ,非遺 傳的 ナ リト云

フ,而 シテ眞 ノ蛋 白體Anaphylaxieト 彼 ノ所

謂Atopieト ノ間 ニハ後者ニ 於 テ抗體 形成 ノ

缺如,遺 傳的 關係 ノ存在及 ビDesensibilisie-

rungノ 不 可能 ナル トノ諸 事實ニ ヨリテDoerr

氏 ノ蛋 白體Anaphylaxieト 藥 物特異體 質 反

應 ト,同 ジ本態 ナ リ ト云 フ論ニ 反對 セ リ.小

川3)氏 ハKrammerer4)氏 ノ説 ノ如 クAllergie

ナル語 ヲCoca氏 ノ如 ク狹義ニ 解 セズ,寧 ロ

特異的反應性ニ 對 スル總括的 ノ用語 ナ リ トシ

一方 ニハCocaノ 所 謂特異 的症状ニ 重 キヲ置

キAllergieハ 後 天的又ハ先天的ニ 正常 ナル

個體ニ 於 テハ,無 害ナル一定 ノ物質ニ 對 シテ

特異的反應 ヲ呈 スル現象 ナ リ ト考 フ ト云 フ.

蛋 白體Anaphylaxieト 特 異體 質反應 トノ間

ニハ,今 日ニ 於テハ多 クノ學者 ハ類似點 ハ存

在 スルモ,ソ ハ兩者ニ 於 テ類似 セル細胞的變

化機轉 ノ行ハルルニ由 リ,臨 牀上類似症状ガ

現ルルモノニ シテ,コ ノ兩者 ノ現象 ノ起 ル根

本的機轉 ハ,本 態的ニ 全 ク別個 ノモノナル コ

ト又可能ナ リ ト考ヘ ラル.從 來 自働的ニ 動 物

ヲ,其 ノ化學構造 ノ不 明ナル物質ニ ヨ リテ,

感 作 セル文獻甚 ダ少ク,初 メCurschmann氏

ガchinondiminナ ル物質 ヲ以テ非經 口的 ニ

動 物 ヲ感 作セ リ ト報告 シ,Valksノ 如 キハ現

今迄 ノ方法 ニ ヨリテハ,如 何ニ スルモ動物 ヲ

自働的ニ 化學構造 ノ明白ナル簡單 ナル物質 ニ

依 リテ,感 作 シ得 ズ ト稱セリ.然 ルニSamson-

Gotz5)氏 ハ最近 「ピラミ ドン」ニ依リ 海〓 ヲ

感作 シ得 タリト報告 セ リ.彼 ノ實驗 ハWolff-

Eisner氏 ノHypersensibilitatハ 摘 出性 物

質(Auslosende Substanz)ニ對 シテ起 ルモ

ノニ非 ズ シテ,特 異體質 者 ノ體蛋白髄ト 其 ノ

物質 ノ結合體ニ 對 シテ起 ルナ リ ト稱スル假説

ヲ裏書 セルモ ノナ リ.Arloing, Spassitsch,

Langeronノ3氏 ガ糖,「 オ リー フ油」,「アン

チ ピリン」,「 ヒニ ン」等 ニ ヨリテ實驗 シ,糖

ニ ヨリテハ感作不可能 ナルモ,「 オ リー フ油」

等ニ 依 リテハ,蛋 白體 ト同 ジク感作 シ得 ト報

告 セ リ,然 レ共,此 實驗 ハ一般學 者 ノ認 ム ル

處 トナ ラズ.Klausner6)氏 ハ「アンチ ピ リン」

特 異質患者 ノ血 清5ccヲ 海〓ニ 注射 シテ後,

「アンチ ピリン」0.3g(此 量 ハ中毒 ヲ起 サ シメ

ズ)ヲ 皮下ニ 注射 スルニ重症痙攣 ヲ起 シ,數

時間 ニ シテ死 ス,對 照海〓ニ 於テハ此 コ トナ

シ,又 中毒海〓 ノ血清 ヲ他 ノ海〓ニ 注射 シク

ル場合 又同 ジ,即 チ患者血清 ノ注射 ニ ヨリ,動

物ニ 同藥ニ 對 スル過敏症 ヲ起 シタリ.然 レ共

Bayer, Konigsfeld7)氏 等 ハ之ニ 反對 シテ「ア

ンチピ リン」ノ中毒 トセリ.又Curveilhier8)

氏 ハ250乃 至550gノ 海〓 ノ腹腔内ニ 「アン

チ ピリン」0.06ヲ 注 射 シ,2乃 至3週 後之 ニ

「アンチ ピリン」0.025ヲ 硬 腦膜下ニ 注射 セル

ニ,動 物ハ強キ 痙攣 ヲ起 シテ斃 レタ リ.又 先
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ヅ「アンチ ピ リン」ヲ以テ處 置 シタル家兎 ノ血

清 ヲ海〓ニ 注射 シ,24乃 至36時 間 後ニ,之

ニ「アンチ ピ リン」ヲ注射 シタルニ,過 敏症起

レリ.之 ニ ヨリ氏 ハ自働的及 ビ他働 的 ノ過敏

症 ヲ證 明 シ得 タリ トセ リ.併 シDoerr氏 ハ之

ニ反對 セ リ.伊 藤氏,谷 村氏ニ ヨレバ天竺鼠

血清ニ 「ア ンチ ピ リン」ヲ加ヘテ作 リタル「ア

ンチ ピリン蛋 白」 ヲ同種動 物ニ 注射 スルニ可

成多量 ノ該蛋白 ヲ以テ,前處 置 ヲ行ヘル動物

ハ其 ノ對照動 物ニ 比 シ,體 温下降度 大ナ リ ト.

Oskar Naegeli9)氏 ハ 「アンチ ピリン疹」ノ原

因 トシテ,Allergieラ擧 ゲ,固 定「ア ンチピリ

ン疹 」ヲ應用 シテ,抗 元ノ體液説(Humorale,

Entstehung der Antikorper)及ビ 過敏症 ノ

組織 説(Histogene Natur der Uberempfin-

dlichkeit)ヲ 決 定 スル興味 アル實驗 ヲナ セ リ.

即 チ固定「アンチピ リン疹」ノ部 ノ皮膚 ト,他

ノ健康部 ノ皮膚 トヲ交換 シテ移植 シ,其 ノ癒

着,治 癒 スルヲ待 チ,其 ノ患 者ニ 「アンチピ

リン」 ヲ與 ヘ タル所.今 ハ健 康皮膚 ヲ以 テ被

ハ レタル以前 ノ發疹 部位 ニハ反應起 ラズ シテ

以前 ノ健 康部ニ シテ,現 今以前 ノ發疹部皮膚

ニテ覆 ハ レタル部 ハ著明ニ 反應 ヲ起 シタ リ.

由 是觀 之,反 應ニアヅカル ハ皮膚 其ノモノニ

シテ,組 織説 ノ正 當 ナ ル ラ證 明 セル ナ リ.

Konigsfeld氏 ハ50%ノMelubrin溶 液 ヲ

0.1cc皮 内注射 ヲナ セルニ,1時 間後ニ 於 テ,

直 徑3ccノ發 赤,腫 脹及 ビ其 ノ中央部ニ 水疱

形成 ア リ,2時間 ニ シテ反射的 ノ發赤及 ビ腫

脹 ハ消褪 セルモ,水疱 ハ出血性 トナ リ.7時

間 ニシテ.鼻 加答兒,咳嗽 ヲ生 ジ,9時 間 ニ

シテ鼻液 ノ増加,呼 吸困難 ヲ生 ジ,11時 間

一 シテ常態ニ 復 セ リ.又Melubrinニ 對 スル

Idiosynkrasieヲ 有 スル 患 者 ノ血 清 ヲ健 康

人 ノ皮内ニ 注 射 シ,翌 日其 ノ部ニ50%ノ

Melubrin溶 液0.1ccヲ 注 射 セシ所,〓 痒,發

赤,腫 脹,水疱 形成 ヲ認 メ,之 ヲIdiosynkrasie

ノ移 動 セラレタルモ ノナ リトセル モ,Gunther

氏 ハ同樣 ノ實驗 ヲナ シ,其 ノ結果 ヨリ,高 濃

度ニ ヨル中 毒作用ナ リ トセ リ.而 シテ(Gun-

ther10)氏 ハAntipyrin-IdiosynkrasieヲAna-

phylaxieノ 特 別 ノ型 トナ シ,生 體 ノ 「アナフ

イラキシー的變質」 ニ ヨリ發生 スルモ ノナ リ

トセ リ.而 シテ過敏症ニ 於テハ抗 原ハ非經 口

的 ニ興ヘ ラレタル蛋 白ナルモ,Idiosynkrasie

ニ於 テハ抗原 ハ,異 常體質 ニヨ リ,生體 自身 ニ

ヨリ作 ラレタル異性蛋 白質(Korperfremdes

Eiweiss)ナ リ トセリ.尚 ホKryle11)氏 ハ 「コ

デ イン」及 ビ水銀,Bruck12), Klausner氏 ハ

「ツベル ク リン」Bruck12)氏 ハ 「沃度 フオル

ム」ニ依 リ感作ニ 成功 セシモ,Block氏 ハ多數

例ニ 於 テ不成 功ニ終 リ,Zieler13)氏 ハ沃度 加

里,「 ア ンチ ピリン」ニテ不成功 ナリキ ト報 ゼ

リ.小 川氏 ハArloing, Langeron, Spassitsch

ノ法ニ 依 リ,牛 謄汁3ccト 藥 物 トシテ使 用ス

ル 「ピラ ミドン」0.1gヲ8日間 餌ト 混 ジテ食

セシメ,最 後 ノ日 ヨリ2週 問後ニ24時 間 ノ絶

食 ヲ置 キ,同 ジク「膽汁ピ ラミ ドン」ヲ混入 セ

ル食 ヲ與ヘ,「 ア レルギー」性「シヨツク」ヲ起

サ セタリ.即 チ體温 ノ輕度 ノ下降,耳,鼻 ヲ

掻 ク事,排 尿,輕 度 ノ呼吸困難咀嚼運 動等 ヲ

來 シ,補 體減少 ヲ來 ス コ トヲ報 ジ,尚 ホ人類

ヲモ 「ピラミ ドン」ニ依 リ經 口的ニ 感 作 シ「シ

ヨツク」症 状 ハ動物實驗 ニ一致 シタリ ト.如斯

幾 多 ノ學者ニ ヨリ「アンチピ リン劑」ニ ヨリ動

物 ヲ感作 シ得 タリ トシ或ハ感作 シ得 ズ トスル

112



藥劑(特ニ 「アンチピ リン」,「鹽酸キニーネ」及ビ沃度加里)ニ ヨル過敏症樣反應ニ就テ 2469

モ,大 體ニ 於 テ 特 種 ノ方 法 ヲ 用 フ レバ 感 作 シ

得 ラ レ,且 過 敏症 類 似 ノ 「シ ヨ ツ ク 」 ヲ發 症

セ シメ 得 ラル ル コト ハ 肯 定 セ ラ ル ル 所 ナ リ.

依 而 余 ハ 緒 方教 援 指 導 ノ 下ニ,「 ア ン チ ピ リ ン

劑 」,「 ヒ ニ ン劑 」,沃 度 加 里 等 ヲ 「ア ドゾ ル ビ

ン」ヲ 以 テ 吸 着 シ,1%食 鹽 水 溶 液 トナ シ非 經

口 的ニ 感 作 シ,興 味 ア ル 實 驗 成 績 ヲ得 タル ヲ

以 テ,茲ニ 章 ヲ 趨 フ テ述 ベ ン トス.

第2章 能 働 性 過 敏 症

第1節 實 驗 材 料 竝ニ 實 驗 方 法

第1項 供 試 動 物

實 驗 的ニ 過 敏 症 ヲ惹起 シ得 ベ キ動 物 ハ,種 々 ナ

ル モ,海〓 ハ單ニ1囘 ノ過 敏原 注射 ニ ヨ リテ,容 易

ニ過 敏性 ヲ獲 得 スル 特 性 ヲ有 シ,且 其 ノ反 應 恒 ニ

完 全 ニ シテ個 性 ノ相 異 ヲ殆 ド認 メザ ル ガ 故ニ,過

敏症 ノ研 究ニ 最 適 ナル コ トハTheohald Smith14),

Otto15), Friedemann16), Rosenau u. Anderson17)

16), Besredka19), Doerr u. Russ20)氏 等 ニ ヨ リテ認

容 セ ラレ タル所 ナ リ,余 モ待別 ノ場 合 ノ外 ハ250g

内外 ノ體 重 ヲ有 スル モ ノ ヲ使 用 セ リ.何 トナ レバ

200乃 至300gノ 體 重 ヲ有 スル モ ノニ於 テ ハ,過 敏

症反 應 度 殆 ド同 一ニ シテ,其 ノ症状ニ 大 ナ ル 差 違

ヲ認 メザ ル ヲ以 テ ナ リ.

第2項 抗 原 ノ製 法

内藤21)氏 ハ 「ペプトン 」 ヲ 「ア ドゾル ビ ン」ニ吸

着 セ シ メ,上 清 ヲ捨 テ洗滌 シ タルモ ノヲ以 テ 免疫

ス レ バ,抗體 ヲ産 生 セ シ メ得 ル コ トニ成 功セ リ.

余 モ「ア ンチ ピ リン」ヲ「ア ドゾル ビン」ニ吸 着 セ シ

メ,Molekulヲ 大 ニ シテ 免疫 セ リ.即 チ「 ア ンチ

ピ リン」1.0gヲ 生 理 的 食 鹽 水20gニ 溶解 シ,夫 レ

ニ 「ア ドゾル ビ ン」1.0gヲ 入 レ良 ク振盪 シ タル 後

37℃ ノ孵 卵器ニ2時 間 入 レ 置キ タル 後 取山 シ.室

温ニ2t時 間 放 置 シ タル モ ノヲ,生 理 的 食鹽 水 ヲ以

テ5囘 洗滌 シ,附着 セ ル「ア ンチ ピ リン」ヲ除 去 シ

タル 「ア ド ゾル ビン 」ヲ100gノ 生 理 的 食鹽 水 ヲ以

テ1%稀釋 溶 液 トナ シ,之 ヲ免疫 原 トシ テ用 ヒ タ

リ.「 ヒニン 劑 」ハ 「鹽酸 キ ニー ネ」ヲ1.0g生 理 的

食鹽 水20g中ニ 入 レ,加 熱 溶解 シ,之ニ 「ア ド

ゾル ン」1.0gヲ 入 レ,「 ア ンチ ピ リン」 ノ際 ト同 樣

ノ操 作 ヲ行 ヒ,1%食 鹽 水 稀釋 溶液 トナ シテ 抗原

ニ用 ヒ タ リ.沃度劑 ハ沃 度加 里 ヲ2.0g生 理 的食 鹽

水20gニ 溶解 シ,之 ニ 「ア ドゾル ビ ン」1.0gヲ 混

和 振盪 シ,前 同 樣 ノ操 作 ヲ行 ヒ,1%食 鹽水 稀 釋

溶 液 トナ シ,抗 原 トシ テ使 用 セ リ.

第3項 再 注 射

Gay u. Adler22), Doerr u. Russ23), Pfeiffer u.

Mita24)氏 等 ハ 海〓 ノ最 小 潜伏 期 ハ5日 トセ リ,然

レ共凡 ソ2-4週 ヲ最 適 トシ,3週 ヲ最 モ確 實 ナ リ

トセ ラル ル ガ,予 モ亦 經 驗 上 免疫 體 ノ最 モ ヨ ク産

生 セ ラル ル2乃至3週 後 ヲ選 ビテ再 注 射 ヲ行 フ コ

ト トセ リ.

再注 射量 ハ最モ 必要 ナル コ トナ レ共 從來 ノ如 ク

緒 方 氏 結 合帶 ヲ測 定 スル モ 「ア ンチ ピ リン」,「ヒ

ニ ン劑 」,沃度 加里 共ニ 沈 降 反 應 ヲ現 サ ザル 爲 止 ム

ヲ得 ズ,海〓 ノ其 ノ藥 物ニヨ リSchockヲ 惹 起 セ

ザ ル量 ヲ定 メ,夫 レ以下 ノ量 ヲ再 注射 スル コ ト ト

セ リ.

第4項 過 敏 症 状

海〓 ノ「過 敏症 シ ヨツ ク」ニ主 要 ナル 症 候群 ヲ,

始 メテ觀 察 セル ハTheobald Smith氏 ニ シテ.其

ノ後Otto, Rosenau u. Anderson, Doerr u, Russ

氏 等 ニ ヨ リ實驗觀 察 セ ラ レ,大 略不穏,掻 鼻,立

毛,放 尿.放屎,呼 吸 困 難,跳 躍,痙攣,體 温 下

降,斃 死 等 ヲ以 テ主 タルモ ノ トセ リ.發 症 注射 ノ

量 不充 分 ナ ル時 ハ,右 ノ固 有 ナル 症 族 他覺 的ニ 輕

微 ニ シテ,緩 和 ナル變 化 現 レ,動 物 ハ間 モ ナ ク舊

113



2470 森 下 亮 善

態ニ 復歸 ス ル ニ至ル.Pfeiffer u. Mita24)氏 ハ カ

カル 場合 ニモ體 温 ノ降 下 ハ 特 有 ニ シ テ.過 敏 症 ノ

他覺 的 標 準ニ 最 モ好 都 合 ナ リト稱 ス.「ア ンチ ピ リ

ン」1%溶 液 ヲ250g内 外 ノ海〓ニpro kg. 40cc靜

脉 内 注 射 ヲ行フニ 直 チ ニ強 直 ヲ起 シ,齒 ヲ噛 ミ,

下肢 ヲ伸 展 シテ斃 ル.pro kg. 35ccニ テ ハ 強 直 ヲ

直 チ ニ起 スモ 數 分 ニ シ テ正常ニ 復歸 スル コ ト多 シ

故 ニ250g内 外 ノ海〓ニ ア リテ ハpro kg 40cc以

上 ヲ致 死量 トス.「鹽 酸 キ ニー ネ」ニア リテハ1%

溶液6.0乃 至7.0ccニ テ著明 ナル痙 攣 後ニ 死 ス.

故ニ 致 死 量 ハpro kg 6.0cc内 外 ナ リ.又pro kg

2.5ccニ テハ 何 等 ノ症 状モ 惹 起 セズ,pro kg 4cc

ニテ ハ注 射 後 直 チ ニ著 明 ナ ル痙 攣 ヲ起 スモ數 分 ニ

シテ 正常ニ 復 ス.之 ハ 過 敏 症 ト異 ル所 ニ シテ,即

チ過 敏 症 ノ際 ハ 注射 後數 分 ニ シテ痙 攣 ヲ起 スモ.

藥 劑 ニ ヨル痙 攣 ハ注 射 後 直 チ ニ痙 攣 ヲ起 シ,頭 部

ヲ左 右ニ 振 ル コ ト甚 シ,尚 ホ1%沃 度 加 里 食 鹽 水

溶液pro kg 3ccニ テハ 何 等 ノ症状 ヲ惹 起 セザ ル

モ,pro kg 14ccニ テ ハ痙 攣 ヲ1囘 起 セ リ.

第5項 補 體 價 測 定

山羊 血球 ヲ脱 纎維 後,生 理 的 食鹽 水 ヲ以 テ3囘

洗滌 シ.之 ヲ2.5%ノ 比ニ 生 理 的 食鹽 水ニ 浮 游 セ

シ メ溶 血原 トシテ使 用 セ リ.

抗 山羊 家 兎 免 疫 面清 ハ56℃ニ30分間 加 温 非 働

性 トナ シ タル モ ノヲ遞減 的ニ 稀 釋シ,各 々1cc-

對 シ溶 血原 ノ1cc竝ニ10%補 體1ccヲ 加 ヘ,37℃

ノ孵 卵 器ニ2時 間 入 レ置 キ,其 ノ後 氷室ニ 翌 朝 迄

靜置 シ,其 ノ成 績 ヲ判 定 シ.補體 價 測 定ニ 當 リテ

ハ常ニ 溶 面 素 價 ノ2單 位量 ヲ使 用 セ リ,本 實 驗 ニ

使 用 セ シ溶 血 素價 ハ1:2000ナ リ.

補 體 價 測 定ニ 當 リテ ハ10%海〓血 清 ヲ0.1cc

ヨ リ遞 増 的ニ1.0cc迄10本 ノ試 驗管ニ 入 レ,生 理

的 食鹽 水 ヲ0.9gヨ リ遞 減 的ニ0.1迄 加 ヘ,各 々 ノ

試 驗 管 ニ溶 血 素價1:1000ノ 溶 血 素2單 位 ヲ1.0cc

宛加へ,最 後ニ2.5%ノ 山羊赤血球食鹽水浮游液

ヲ1.0cc各 々 ノ試驗管ニ加ヘ,良 ク振盪 シタル後,

37℃ ノ孵卵器ニ放置スルロト1時 間ニ シテ其ノ

成績ヲ判定ス.

第2節 實 驗成績

第1項 「アンチ ピリン」,「 鹽酸 キ

ニーネ」及 ビ沃度加里 ノ靜

脉内注射ニヨ ル體温竝 ニ補

體 ニ及 ボス影響

對照試驗 トシテ「1%ア ンチピリン液」pro kg 6.5

乃至10cc靜 脉 内注射ヲ行フニ,2號ニ 於テ體温

0.2℃ 下降スルモ,他 ノ海〓ニ 於テハ體温竝ニ補體

價共ニ影響 ヲ蒙ラズ.「1%鹽 酸 キニーネ液」pro kg

25乃 至3.5cc靜 脉内注射ヲ行 フモ體温及ビ補體

ニハ變化ナシ.1%沃 度加里液pro kg 3乃 至5cc

靜脉内注射ヲ行 フニ體温及ビ補體ニ何等ノ影響モ

及ボサザルコト次表ニ示スガ如 シ.

(第1表參 照)

第2項 「ア ンチピリン」

第1目 静脉内感作

A.「1%ア ンチピリン溶液」2.0ccヲ 隔 日ニ頸

靜脉内ニ注射スルコト2囘 ナ リ.此 際 「アンチピ

リン」 ノ1%溶 液2乃 至3ccニ テハ如何ナル現象

モ惹起セズ,普 通pro kg 2cc靜 脉 内注射ヲ行ヘ

バ痙攣 ヲ惹起ス.而 シテ過敏症 ノ最モ起キ易キハ

2乃 至3週 後ナレバ2乃 至3週 後ニ,「1%ア ンチ

ピリン溶液」pro kg 5-7ccヲ 頸靜脉内ニ再注射

ヲ行フニ,立 毛 ノミノモノ,又 ハ立毛,不 穏 ノ症

状ヲ呈スルモノアルモ,過 敏症状著明ナラズ.此

際體温ハ下表ノ如ク下降ス.補體 價ハ過敏症發症

ニ特有ナル徴候ナレ共下表ニ示スガ如ク,補 體價

ノ減少顯著ナラズ,症 状 ノ弱キモノハ補體價 ノ減

少セザルモノモアリ.
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第1表 「アンチ ピリン」,「鹽酸 キニー ネ」及 ビ沃度加里 ノ靜脉 内注射 ノ體温

   竝 ニ補體ニ 及 ボス影響(注 射量ハpro kgナ リ)

    (第2表 參 照)

 B.「1%ア ン チ ピ リン ・ア ドゾルビ ン溶液 」 ヲ

1.0cc宛 隔日ニ2囘 海〓 ノ頸靜脉 内ニ 徐 々ニ 注 射

筒 ヲ囘轉 シナ ガ ラ,注 入 ス.但 シ此 際l%以 上 ノ

「ア ンチ ピ リン・ア ドゾル ビ ン」 ニテ ハ栓 塞 ヲ來 シ

斃ル ルコト 多 キ 爲,1%以上ノ 溶液 ハ注 射 ニ適 セ

ズ.感 作後2乃 至3週 間 後ニ,1%「 ア ンチピ リン

溶液 」 ヲpro kg 2乃 至7.0ccヲ 頸 靜 脉 内ニ 再 注 射

ヲ行 フ ニ,輕 度ノ 過 敏 症 ヲ惹起 スル モ ノ多 ク,中 ニ

中 等度ノ 過 敏 症 ヲ惹起 スル モ ノア リ,即 チ 下表 ニ

示 スガ如 シ.體 温 ノ下 降 ハ 常 ニ シテ平 均0.9℃ ナ

リ.

 補體價 モ常ニ 減少 シ,過 敏 症症 状 ノ程 度 ニ ヨ リ,

輕 度 ノモノ ハ 補體價 減 少 モ 少 シ,

    第2目 皮 下 感 作

 A.「1%ア ン チ ピ リン溶液 」2.0ccヲ 隔 日ニ 皮

下ニ 注 射 スル コ ト4囘 ノ後,2乃 至3週 ヲ經 テ,

「1%ア ンチピ リン溶液 」 ヲpro kg 7cc頸 靜脉 内

ニ再 注 射 ヲ行 フニ,過 敏 症著 明ニ 起 ラ ズ,僅ニ 不

安,或 ハ不 安,立 毛 ヲ起 スモ ノアルノ ミ.

 體 温 ハ僅ニ 下 降 ス.

 補 體價 ハ變 化 ナ キ モ ノ,或 ハ 減 少 セ ル モ ノ ア

リ.

    (第3表 參 照)

 B.「1%ア ンチ ピ リン ・ア ド ゾル ビ ン溶 液 」 ヲ

2.0cc宛 隔日ニ 胸 骨 部 皮 下ニ 注射 スル コ ト4囘 ニ

シテ.過 敏 症 ノ最 モ發症 シ易 キ2乃 至3週 後 ニ,

「1%ア ンチ ピ リン溶 液 」pro kg6-10ccヲ 頸 靜
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第2表 「ア ンチ ピリン」靜脉内感作(以 下各表 ノ再注射量ハpro kgナ リ)
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第3表 「ア ンチピ リン」皮下感作

脉内ニ再注射セリ.此 際過敏症ハ輕度ニシテ,不

安,立 毛,排 尿或ハ前記症状ニ 排屎,掻 鼻等ヲ伴

ヘルモノアリ.體 温ハ常ニ下降シ,下 降度ハ1℃

以上ナリ.

 補體 價モ減少著明ニ シテAヨ リ反應強 シ.

   第3目 腹腔内感作

 A.「1%ア ンチピリン溶液」2.0ccヲ 海〓 ノ腹

腔内ニ隔日ニ 注射スルコト4囘 ノ後,2乃 至3週

ヲ經テ,「1%ア ンチピリン溶液」pro kg 7ccヲ

頸靜脉内ニ 再注射スルニ過敏症症状 ヲ惹起セズ.

體温ノ下降度ハ僅少ナ リ.

 補體 價ハ減少セザルカ或ハ僅ニ再注射後反應ノ

減弱セルヲ見ルノミナリ.

    (第4表 參照)

 B.「1%ア ンチピリン・ア ドゾルビン溶液」2cc

ヲ隔 日ニ腹腔内ニ注射スル コト4囘 ニシテ,過 敏

症ノ最モ發症 シ易キ3週 後ニ,「1%ア ンチピリン

溶液」pro kg 7乃 至10ccヲ 頸靜脉内ニ再注射セ

リ.

 此際過敏症症状輕度ニシテ,體 温下 降度モ亦

1℃ 内外ナリ.

 補體 價ハ1例ニ 於テハ減少セザリシモ,他 例ニ

於テハ常ニ減少セ リ.

 第3項(A)「 鹽 酸 キニーネ」ヲ

    水ニ 溶解加熱 セ シ場合

   第1目 靜 脉内感作

 「ヒニン劑」中「鹽酸キニーネ」ヲ使用スルコトト

セリ.

 A.「1%鹽 酸キニー ネ」(「鹽酸キニーネ1gヲ

生理的食鹽水100g中ニ 入レ,加 熱溶解ス)pro kg

4cc以 上靜脉内注射ニ於テハ斃死スルモノ多キ爲,

pro kg 3cc頸靜 脉内ニ2囘 隔日ニ 注射シ,2乃 至

3週 後ニ 「1%鹽 酸 キニーネ溶液」pro kg 2cc靜 脉

内再注射 ヲ行ヒ,1例 ハ何等ノ症状 ヲモ惹起セズ.

他 ノ1例 ハ 「1%鹽 酸 キニーネ液」Pro kg 2ccヲ
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第4表 「アンチピリン」腹腔内感作

靜 脉 内 ニ再 注射 セ シ ニ,不 安,立 毛,排 尿 ノ輕 度

ノ過 敏 症 症状 ヲ惹 起 セ リ.

 但 シ 「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ溶 液 」pro kg 3 cc靜 脉

内 注 射 ニテ ハ 何 等 ノ症 状或 ハ 中毒 ヲモ惹 起 セ ザ ル

ヲ普 通 トス.此 際 體 温 ハ 僅 ニ下降 セ リ.

 補體 價 ハ何 等 影 響 ヲ蒙 ラズ.

        (第5表 參照)

 B.「1%鹽 酸 キ ー ネ ・ア ドゾル ビン溶 液 」 ヲ,

1cc宛 隔 日ニ頸 靜脉 内 ニ感作 スル コ ト2囘 ノ後,2

乃 至3週 ヲ經 テ 「1%鹽 酸 キ ニー ネ溶 液 」ヲpro kg

1-2cc頸 靜脉 内 ニ再 注 射 セ バ,中 ニハ過 敏 症 ヲ起

サザルモノアレ共,多 クハ輕度 ノ過敏症状ヲ惹起

スルコト下表ニ示スガ如シ.此 際體温ハ常ニ下降

ス.

 補 體 價 ハ過 敏 症 ヲ起 サ ザル モ ノハ 減 ゼ ザル モ,

他 ハ 常 ニ 減少 セ リ.

      第2目 皮 下 感 作

 A.「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ」1cc宛 隔 日 ニ胸 骨 皮 下

ニ注 射 スル コ ト4囘 ニ シテ,2乃 至3週 後 ニ,「 鹽

酸 キ ニー ネ」1%溶 液 ノモ ノヲpro kg 2cc頸 靜

脉 内 ニ再 注 射 スル ニ,過 敏 症状 ヲ惹 起 セ シモ ノナ

シ.
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第5表 「鹽酸キニーネ」靜脉内感作

       (第6表 參照)

B.「1%鹽 酸 キ ニ ーネ・ア ドゾル ビ ン溶 液」 ヲ

2cc宛 隔 日 ニ4囘 胸 骨 皮 下 ニ注射 シ,2乃 至3週

後 ニ 「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ溶液 」pro kg 1.8-2cc頸

靜脉 内 ニ再 注射 スル ニ,過 敏 症 ヲ惹 起 セ ザ ル モ ノ

1例 ア レ共,他 ハ輕 症 ノ過 敏 症 ヲ惹 起 セ リ.此 際

體 温 ハ 常 ニ下 降 ス.

補 體 價 モ過 敏 症 ヲ起 サ ザル モ ノモ僅 ニ減少 セル

ガ,他 ノ過 敏 症 ヲ惹 起 セ シモ ノハ,常 ニ減少 セ リ.

      第3目 腹 腔 内感 作

 A.「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ溶 液」1cc宛 隔 日 ニ腹 腔

内 ニ注射 スル コ ト4囘 ニシ テ,2乃 至3週 後 ニ,

「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ溶液 」pro kg 1.7-1.8cc頸 靜脉

内 ニ再 注 射 スル モ過 敏 症 ヲ惹起 セル モ ノナ シ.

       (第7表 參 照)

 B.「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ・ア ドゾル ビ ン溶液 」 ヲ

2cc宛 隔 日 ニ4囘 腹腔 内 ニ注 射 シ,2乃 至3週 後

ニ 「1%鹽 酸 キ ニー ネ溶 液 」pro kg 1.6-3cc靜 脉

内 再 注 射 ヲ行 フニ,過 敏 症 ヲ惹 起 セザ ル モ ノ,1例

ア レ共,他 ノ4例 ハ 輕 症,或 ハ中 等 症 ノ過 敏 症 ヲ

惹 起 セ リ.此 際 體 温 ハ 常 ニ下降 セ リ.

 補 體價 ハ過 敏 症 ヲ起 サ ザ ル モ ノニア リテ ハ變 化

ナ キ モ,他 ノ過 敏 症 ヲ惹起 セ シ モ ノハ 常 ニ減少 シ

減 少 度強 キ感 ア リ.
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第6表 「鹽酸キニーネ」皮下感作

  第3項(B)「 鹽酸 キニーネ」ヲ酒

      精 ニ溶解 セ シ場合

      第1目 靜脉内惑作

 「鹽酸キニーネ」1gヲ 純酒精10cc中 ニ溶解 シ.

夫 レニ 「アドゾルビン」1gヲ 混和シ,37Cノ 孵

卵器中ニ2時 間入レ置キタル後,室温ニ24時 間放

置後,生 理的食鹽水ヲ以テ5囘 洗滌シ,附 着セル

「鹽酸キニーネ」ヲ除去シタル 「ア ドゾル ビン」ヲ

100ccノ 生理的食鹽水ニ溶解 シテ得 タル 「1%鹽

酸キニーネ・アドゾル ビン液」ヲ1cc宛 隔 日ニ海

〓 ノ頸靜脉内ニ注射 スルコト2囘 ニシテ,2乃 至

3週 間後ニ 「50%鹽 酸 キニーネ酒精溶液」 ヲ1%

生 理的食鹽水溶液 トナシ,pro kg 2cc頸 靜脉内ニ

再注射セルニ極 メテ輕度ノ過敏症樣症状ヲ惹起セ

リ.此 際體温ハ僅ニ下降シ,補 體價モ過敏症樣症

状ヲ惹起セルモノハ減弱ス.

第2目 皮下感作

 「1%鹽 酸 キニーネ・ア ドゾルビン溶液」2cc宛

4囘 皮下感作ヲ行ヒ,2乃 至3週 間 ノ潜伏期後酒

精ヲ以テ溶解シタル 「1%鹽 酸 キニーネ生理的食

鹽永溶液」 ヲpro kg 2 cc海〓 ノ頸靜脉内ニ再注

射スルニ著明ノ過敏症症状ヲ來サズ,只 僅 ニ過
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第7表 「鹽酸キニーネ」腹腔内感作

敏症樣症状 ヲ來セル ノミナ リ.此 際體温ハ僅ニ下

降シ,補 體價モ過敏症樣症状ヲ來セルモ ノハ僅ニ

減弱セ リ.

      第3目 腹腔内感作

 「1%鹽 酸 キニーネ・ア ドゾルビン溶液」2cc宛

隔 日ニ腹腔内ニ感作スル コト4囘 ノ後,2乃 至3

週間 ノ潜伏期 ヲ置キ,酒精 ヲ以テ溶解セル「1%鹽

酸キニーネ生理的食鹽水溶液」ヲpro kg 2cc海

〓 ノ頸靜脉内ニ再注射 スルニ,過 敏症樣症状 ヲ

來 セルモノアル ノミナ リ.此 際體温 ハ僅 ニ下降

シ,補 體價モ僅ニカカル症状ヲ來セルモ ノハ減弱

セ リ.

 酒精 ニ溶解セシ場合ハ却テ加熱水溶液 ヨリモ成

績輕微ナリ.

       (第8表 參照)

      第4項 沃 度加里

      第1目 靜脉内感作

 沃度劑中主 トシテ用ヒラルル沃度加里ヲ使用セ

リ,沃 度加里1%食 鹽水溶液ヲ靜脉内ニpro kg

5乃 至7cc注 射 スレバ,注 射直後強直或ハ痙攣ヲ

起シ,死 ニ瀕スルモノモ,1分 後 ニハ正常ニ復ス.
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第8表 「鹽酸キニーネ」ヲ酒精ニ溶解セシ場合
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而 シテ過敏症症状ハ普通5分 乃至10分 ニシテ,不

安,立 毛,掻 鼻,咀 嚼運動,耳 殼痙攣,排 尿,排

屎,呼 吸困難.跳 躍.痙 攣,體 温下降,斃 死等ヲ

來スコト,一 般蛋白體過敏症 ノ際 ヨリモ發症遲延

ス.

 A.對 照 トシテ1%沃 度加里生理的食鹽水溶

液1cc宛 隔 日-2囘 靜脉内注射ヲ行 ヒ,2週 間後

ニpro kg 4cc靜 脉内注射ヲ行フニ,輕 度 ノ過敏

症症状ヲ1例 惹起セリ.此 際體温ハ過敏症ヲ起セ

ルモノハ下降セリ.補 體價モ過敏症ヲ起セルモノ

ハ補體價 ノ絶對量ハ減少セザルモ,反 應減弱セリ.

        (第9表 參照)

第9表 沃 度 加 里 靜 脉 内 感 作

 B.「1%沃 度 加 里 ・ア ドゾル ビ ン溶 液」 ヲ1cc

宛 隔 日 ニ靜脉 内 ニ2囘 感 作 シ,2週 間 後 ニ1%沃

度 加里pro kg 2乃 至3cc靜 脉 内 ニ再 注 射 ヲ行ヘ

バ,輕 度 ノ過 敏 症 ヲ惹 起 スル コ ト上 表 ニ示 スガ如

シ.此 際 體 温 ハ 常 ニ1℃ 内外 下降 ス

 補體 價 ハ常 ニ減 少 ス.

      第2目 皮下感作

 A.1%沃 度加里液1cc宛 隔 日ニ胸骨皮下ニ注

射スルコト4囘 ノ後,15日 ノ潜伏期ヲ經pro kg

3及 ビ4cc再 注射ヲ頸靜脉内ニ行フニ,過 敏症ヲ

惹起セシモノナシ.

 體 温及ビ補體價 ニ著シキ變化ヲ來サズ.

       (第10表 參照)
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第10表 沃 度 加 里 皮 下 感 作

 B.「1%沃 度加 里 ・ア ドゾル ビ ン」溶液 ヲ1cc宛

隔日 ニ皮 下 ニ注射 スル コ ト4囘 ニ シテ,14日 及 ビ

15日 後 ニ1%沃 度 加 里pro kg 3及 ビ4cc再 注 射

スル ニ,過 敏 症 ヲ惹 起 スル モ ノ多 キ モ靜 脉 感 作 ニ

及 バザ ル 如 シ.此 際 體 温 ハ 常 ニ1℃ 内外 下降 ス.

      第3目 腹 腔 内 感 作

A.1%沃 度 加里 液1cc宛 隔 日 ニ4囘 腹 腔 内 ニ感

作 シ,15日 ノ潜伏 期 ノ後,1%沃 度 加 里液 ヲpro kg

3cc再 注射 スル モ過 敏症 ヲ起 セ シ モ ノナ シ.

       (第11表 參照)

 B.「1%沃 度加里・アドゾルビン液」ヲ1cc宛

隔 日ニ腹腔内ニ注射スルコト4囘 ノ後2週 間ノ潜

伏期ヲ經テ,1%沃 度加里液pro kg 3乃 至4cc靜

脉内再注射 ヲ行フ ニ過敏症ヲ惹起スルモノ多シ.

此際體温ハ常ニ1℃ 内外下降セ リ.

 補體價ハ過敏症ヲ起サザルモノハ反應減弱スル

モ,過 敏症 ヲ惹起セルモノハ常ニ補體價ノ減少ヲ

來ス.
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第11表 沃 度加 里 腹 腔 内 感 作

    第3章 被 働 性過敏 症

 Friedberger u. Hartoch25)氏 ハ能働性過

敏症ニ於 テハ補體 ノ減少 スル量 少キモ,異 種

ノ被働性過敏 症ニ於 テハ著 シキ補體 ノ減少 ヲ

來 シ,該 新鮮血清0.3ccヲ 用 フルモ溶 血作 用

ヲ來 サザ リキ ト云 ヒ.Tsuru26)氏 モ能働性過

敏症及 ビ同種 ノ被働性過敏症 ニ就 テハ補體 ノ

減少スル度 少 キニ反 シ,異 種 ノ被働性過敏症

ニ於 テハ著明ニ補體 ノ減少 ヲ來 ス コ トヲ報 ジ

且此兩者ノ差 ノ原因 ヲ異種 ノ血清 ニ歸 セルモ

ノ ノ如 シ.又 杉 田27)氏 ハ補體 ノ減少度ハ能働

性過敏症(及 ビ同種被働性過敏症)ト 異種被

働性過敏症 トノ間ニ差ヲ有スルモノニ非ズシ

テ,何 レノ場合 ニ於テモ試獸及ビ使用血清ノ

免疫程度即チ補體結合性物質及ビ沈降素ノ含

有量ニ關係シテ強弱 ノ差ヲ來 スコト,異 種被

働性過敏症 ニ於テ補體 ノ減少度 ト補體結合性

物質及 ビ沈降素 トハ互ニ平行 スルモノノ如 キ

モ補體ノ減 少度 ト過敏症 ノ強サ トハ互ニ平行

セザル コトヲ主張セリ.

 杉本氏28)ハ被働感作海〓 ニ溶血中ニ證明セ

シ沈降素量ノ多寡ニカカハラズ,結 合帶相當
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量 ノ沈降原 ヲ再注入 スル トキハ,毎 常沈降素

消 失 ト同時 ニ,補 體價消失ヲ來 セルヲ見 ル.

仍 チ氏 ハ先 人ノ唱ヘ シ如 ク補體價消 失ハ重症

過敏症 ニ於テ ノ ミ認 ムルモノニ非 ズ シテ,沈

降原沈降素結合關係最 モ適 當ナル時 ハ,ソ レ

ニ伴 ヒテ消 失 スルモノナ リ ト.故 ニ能働性過

敏症 ノ際ニ於テ證 明 セ シ結合帶 ヲ基準 トシテ

沈降原 ヲ再注入 スル トキハ,常 ニ著 シキ補體

竝 ニ沈降素價 ノ平行的減 少ヲ來 ス コ ト,兩 者

ノ減 少度 ハ過敏症 ノ強サ ト相並行スルモノナ

リトノ事實 ト,相 合 シテ沈降素 ト補體結合 性

抗體 トハ同一物 ナ リ ト結 論 セ リ.予 ハ能働性

過敏 症ニ使用 セ シ藥劑ヲ 以 テ,被 働性過敏症

實驗 ヲ行 ヒタリ.

第1節 實驗材料粒ニ實驗方法

第1項 供試動物

杉 田,杉 本 氏 ニ ヨレ バ 體 重300g以 上 ノ海〓 ニ

於 テ ハ,一 般 ニ小 ナル 體 重 ヲ有 スル モ ノニ比 シ,

被 働 性過 敏 性 ヲ賦 與 スル コ ト困 難 ナ リ ト云 フ,サ

レ バ本 研 究 ニ於 テ ハ 終始250g内 外 ノ 正常 海〓 ヲ

使 用 スル ヲ毎 トセ リ.

第2項 抗 原

能 働 性 過 敏 症 ノ場 合 ト同 樣 ニ,「 ア ンチ ピ リン」,

「鹽 酸 キ ニ ー ネ」,沃 度 加 里 ヲ「ア ドゾル ビ ン」ニテ

吸着 セ シ メ、 洗 滌5囘 ノ後1%生 理 的食 鹽 水 溶 液

トシ テ使 用 セ リ.

第3項 抗血清調製

抗 體 含 有 血 清 ト シテ ハ上 記 抗 原 ヲ家兎 ノ耳 靜 脉

内 ニ2日 目毎 ニ5囘,1囘5cc宛 注 入 シ最 後 ノ注

射 日 ヨ リ,6乃 至8日 後 ニ採 血 シ,消 毒劑 ヲ加 フ

ル コ トナ ク氷 室 ニ貯 蔵 シ用 ニ臨 ミテ 使用 セ リ.此

抗血 清 ハ試 獸 ニ注入 シテ 被 働 性 ニ感 作 スル モ ノナ

レ共,沈 降素 價 ハ檢 シ得 ズ.即 チ「ア ンチ ピ リン」

ハ反應出現セズ,「鹽酸キニーネ」ハ直チニ白色溷

濁輪ヲ生ジ不明ナリ,沃 度加里モ反應現レズ.

第4項 感作潜伏期

Nicolle, Friedberger及 ビOtto氏 等 ニ ヨ リテ被

働 性過 敏 症 發見 セ ラレ,爾 來 之 ガ發 症 ニ 一定 ノ潜

伏 期 ヲ要 スル コ トヲ研 究 セ ラ レ,當 教 室 ノ景 山29)

氏 ハ高 價 免 疫 血清 ヲ用 ヒテ,被 働 性過 敏 症 ニ於 ケ

ル 潜 伏 期 ヲ極度 ニ短 縮 セ シ メ得 ル ヲ實 證 セ リ.少

量 ノ抗 體 ヲ以 テ感 作セ ル 場 合 ニ於 ケル 潜 伏期 ニ就

テ ハ,Doerr u. Russ氏 ハ靜 脉 内感 作 ニ於 テ ハ,

4時 間 ニテ足 ル モ,12時 間 後 ニ過 敏 反 應 最 モ鋭 敏

ナ ル ヲ認 メ,杉 田氏 ハ抗 馬 家兎 血清0.5ccヲ 以 テ,

體 重200g角 外 ノ海〓 ヲ靜 脉 内 注射 ニ ヨ リ感 作 シ

抗 原 タル 馬 血清 ノ種 々 ナ ル 量 ヲ靜 脉 内 ニ再 注射

シ,過 敏 症 ヲ起 ス最少 抗 原 量 ニ ヨ リ潜伏 期 ヲ定 メ

ン トシ タル ニ、24時 間 後 最 少致 死量0.0025ccヲ

使 用 シ、 以 後 ハ 漸 次 ニ増 加 セ リ ト云 フ.又 杉 本 氏

モ 靜脉 内注 射 ニ ヨ リ感 作 セル 被 働 性過 敏 症 ニ於 ケ

ル 確 實 感 作 潜 伏期 ハ,之 ヲ24時 間 トセ バ可 ナ リト

云 ヘ バ,余 モ靜 脉 内感 作 法 ニ ヨ リ總 テ 潜伏 期 ハ24

時間 トセ リ.

第5項 抗原注射

沈降素 ノ結合帶 ヲ基準 トセバ最モ可ナルモ,沈

降素 ノ檢出不能ナル故,「アンチピリン」,「鹽酸キ

ニーネ」,沃度加里ヲ各々1%生 理的食鹽水溶液 ト

ナシ海〓 ノ頸靜脉内ニ注入セ リ.

第6項 過敏症状

能働性過敏症 ノ際 ト同樣ニセリ.

第7項 補體價測定

能働性過敏症 ノ際 ト同樣,溶 血素價ノ2單 位量

ヲ使用セリ.

第2節 實驗成績

第1項 「ア ンチピ リン」

(第12表 參照)
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第12表 「ア ンチピ リン」ニ ヨル被働性過敏症

「ア ン チ ピ リン ・ア ドゾル ピ ン」1%溶 液5ccヲ

家 兎耳 靜 脉 内 ニ隔 日ニ5囘 免 疫 シ,7日 後 ニ全 採

血 ヲ行 ヒ タル 血 清 ヲ,上 表 ノ如 ク2.5乃 至5.0cc

宛 靜脉 内 感 作 ヲ行 ヒ,24時 間 ノ潜伏 期 ノ後,「1%

「ア ン チ ピ リン食 鹽 水 溶液 .pro kg 6-10ccヲ 再 注

射 セ バ,輕 度 ノ過 敏 症 ヲ惹 起 ス,此 際 體 温 ハ 常 ニ

攝 氏1度 内外 下降 ス.

補體價 モ常 ニ減少 ス レ共,能 働 性過 敏 症 ノ際 ト

同 樣 ニ顯 著 ナ ラズ.

「1%ア ン チ ピ リン溶液 」pro kg 40cc靜 脉 内 注

射 ヲ行 ヘ パ,齒 ヲ〓 ミ,身 體 反 リ,強 直 ヲ來 シ,下

肢 ヲ伸 展 シテ直 チ ニ斃 死 ス.故 ニ致 死 量 ハpro kg

40内 外 ナ リ.尚 ホpro kg7-10cc靜 脉 内 注射 ニ

テハ 何 等ノ 症 状 モ惹 起 セ ザ ル ナ リ.

第2項 「鹽酸 キニー ネ」

(第13表 參照)

「鹽 酸 キ ニ ー ネ ・ア ドゾル ビ ン」1%溶 液5ccヲ

家 兎 耳靜 脉 内ニ 隔 日ニ5囘 免疫 シ,8日 ノ後,全

採 血 ヲ行 ヒ タル 血 清 ヲ,上 表 ノ如 ク1.6-2.5cc宛

靜脉 内感 作 ヲ行 ヒ,(2.5cc以 上 ニ テ ハ海 〓 ハ 死 ス

ル コ ト多 シ)24時 間 ノ潜 伏期 ノ後,「1%鹽 酸 キ

ニ ー ネ食 鹽 水 溶液 」ヲpro kg 1.7-2.7cc靜 脉 内 ニ

再 注射 セ バ,輕 度 ノ過 敏 症 ヲ惹起 ス.此 際 體温 ハ

常 ニ1℃ 内 外 下降 ス.

又 補 體價 モ 常 ニ減 少 スル カ,減 少 セ ザ ル モ反 應

鈍 シ.尚 ホ 「鹽 酸 キ ニ ー ネ1%食 鹽水 溶 液 」pro kg

6cc以 上 ニテ ハ直 チ ニ斃 死ス.故 ニ致 死 量 ハpro kg

6cc内 外 ナ リ.又pro kg 2.5ccニ テ ハ 何等 ノ症 状

モ惹 起 セ ズ,pro kg 4ccニ テ ハ 注射 後 直 チ ニ著 シ

キ 痙攣ヲ 起 ス モ,2乃 至4分 後 正 常 ニ復 ス.コ ハ

過 敏 症 ノ痙 攣 ト異ル.即 チ過 敏 症 ノ際 ハ注 射 後,

數 分 ニシ テ痙 攣 ヲ惹起 ス 補 モ ノナ リ.
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第13表 「鹽酸 キニー ネ」ニ ヨル被働性過敏症

第3項 沃度加里

(第14表 參照)

「1%沃 度加里・ア ドゾルビン溶液」 ヲ5cc家 兎

耳靜脉内ニ隔日ニ免疫スルコト5囘 ノ後,全 採血

ヲ行ヒタル血清 ヲ,上 表 ノ如 ク1.0乃 至1.5cc靜

脉 内感作ヲ行ヒ,(1.5ccニ テモ斃死スルモノアリ,

2cc以 上ハ靜脉内注射後直チニ斃ル)24時 間 ノ潜

伏期ノ後,1%沃 度加里食鹽水溶液ヲpro kg 2.5乃

至4cc靜 脉 内ニ再注射セバ,輕 度或ハ中等度 ノ過

敏症 ヲ惹起ス.此 際體温ハ1℃ 内外下降ス.

又補體價モ減少スルコト上表ニ示スガ如シ.尚

ホ1%沃 度 加 里 食鹽 水 溶 液pro kg 3ccニ テ ハ何

等 ノ症 状 モ惹 起 セ ズ.pro kg 14ccニ テ痙 攣 ヲ1囘

起 セ シ ノ ミナ リ.

第4章 抗過敏症

自働過敏 性ノ動 物 ニ同質造抗原 ノ致死量以

下 ヲ注射 シ中毒症 ヲ發 セザルカ,或 ハ輕 ク發

病 シテ恢復 セルモノハ直チニ抗過敏性状態 ト

ナ リ一定時 日間 更ニ大量(初 注射量 ノ200倍

以 上)ノ 造抗原 ヲ注射 スルモ敢 テ中毒症 ヲ發

スル コ トナ シ トOtto30), Rosenau u. Ander.
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第14表 沃 度 加 里 ニ ヨ ル 被 働 性 過 敏 症

son31), Besredka u. Steinhardt氏 等 ハ云 ヒ,

Besredka氏 ハ此状態 ヲ抗 失護性(Antiana-

phylaxie)ト 云 ヒタリ.抗 過敏性 ハ之 ヲ被働

的 ニ他動物 ニ移 スコ トヲ得 ズ,馬 血清 ニテ非

過敏性 ヲ賦 與 セル海〓 ノ血清 ヲ他 ノ健常海〓

ニ注射 シ,而 シテ後馬 血清 ノ再注射 ヲ行 フニ

動 物ハ啻 ニ非過敏 性 ヲ賦與 セ ラレザルノ ミナ

ラズ,却 ツテ過敏性ヲ 有 スルヲ見 ル.一 般 ニ

非過敏性 ハ特 異性 ニ シテ前處置 ニ用 ヒタル造

抗原 ト同種蛋白ヲ 應 用 セザルベ カラザルモ ノ

ナルモ,又 非特異性 ニ非過敏性 ヲ賦與 セシメ

得 ルモ ノナ リ,例 之馬血清 ヲ以 テ前處 置ヲ行

ヘ ル海〓 ニ豚 血清 ノ再 注射 ヲナ シ,長 時 日間

非過敏性 ヲ享 ク トpfeiffer氏 ハ云ヘ リ.最 近

桑名33)氏 ハ抗過敏症 ノ際抗原注射量 ヲ緒 方氏

沈降 素量測定法 ニヨ リ詳細ナル檢査 ヲ行 ヒ,

伊 東34)氏 ハ抗過敏症 ハ適 當大量 ノ抗原感作 ニ

ヨリテ不變 デア リ,沈 降素及 ビ補體 ノ消耗 ハ
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症候ノ強サ ト平行 シ,異 種ノ2ツ ノ抗原ヲ以

テ感作セシ際ハ他ノ抗原ニ於ケル沈降素ノ消

長ニ影響 ヲ及ボサザルモ,此 際補體ハ多少減

弱 ス ト云ヘ リ.余 ハ沃度 加里ニ ヨル過敏症 ニ

モ抗過敏症 ノ存 スルモノナルヤヲ檢 セ リ.

第15表 沃度加里ニヨル被働性抗過敏症實驗
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第1節 實驗方法

沃度加里ハ沈降素量 ノ檢出不可能ナル爲、能働

性過敏症ニ就テ ノ實驗ハ抗體産生不明ノ爲,適 セ

ザルヲ以テ,被 働性過敏症ニヨリ實驗スルコトト

セリ.即 チ 「1%沃 度加里・ アドゾルピン」ヲ以

テ家兎ヲ數囘免疫シタル抗沃度加里家兎免疫血清

ヲ,海 〓 ニ靜脉内注射 ヲ行ヒ,24時 間 ノ潜伏期後

抗原ヲ少量除感作ヲ行ヒ,大 量再注射スルコトト

セリ.

第2節 實驗成績

(第15表 參照)

抗沃度加里家 兎免疫 血清 ヲ海〓 ノ耳靜脉 ニ

pro kg 5乃 至7cc感 作 シ,24時 間 ノ潜伏期 ノ後,

除感作ヲpro kg 2乃 至3cc行 ヒ,除 感作後20分

ニシテ再注射 ヲpro kg 3乃 至4cc頸 靜脉内ニ

行フ ニ,3及 ビ4號 ニ於テハ除感作 ノ際ト同樣ナ

ル輕度ノ過敏症症状ヲ惹起ス.依 而更ニ1時 間後

pro kg 3乃 至4cc再 注射 ヲ行フニ過敏症症状ヲ

起サズ,此 際沃度加里ニヨル痙攣ヲ注射後直チ ニ

起スモ,強 直ハ1分 後ニ正常ニ復ス.

他 ノ海〓 ニ於テハ除感作後30分 乃至1時 間後

ニ再注射ヲ行フニ,除 感作 ノ際 ヨリモ輕度ナル過

敏症症状ヲ惹起 スルモノ,或 ハ過敏症ヲ呈セザル

モノアリ.

補體價ハ除感作 ノ際僅ニ減少シ,再 注射後ハ著

シク減少ス.

第5章 家兎過敏症

家 兎ガ一般 ニ全身渦敏症 ノ實驗 動物 トシテ

不適當 ナルコ トハ,既 ニ周知 ノ事實 タリ.サ

レ ド極メ テ低位ナル免疫體 ノ外産生 セシメ得

ザルモ ノニ於 テモ,過 敏症性血壓 ノ變 化 ヲ測

定 目標 トスル時 ハ,其 ノ發現 ヲ明カニ證 明 シ

得ベ シト桑名35)氏 ハ報告 セ リ.余 モ血壓測定

ニ ヨリ之等藥物 ノ過敏症發症 ヲ證明 シ得 ベ キ

カ ト企圖 シ,「 アンチ ピリン」,「 鹽酸 キニー

ネ」 ニア リテハ次 ノ事 實ニ蹉跌 シタ レ共,沃

度 加里ニ ア リテハ成功 シタ リ.

第1節 「アンチ ピリン」

「1%ア ンチ ピ リン・ア ドジル ピ ン」ニテ 免疫 シ,

2乃 至3週 間 ノ潜伏 期 ノ後再 注射 ヲナ シ 血 壓 ヲ測

定 スル ニ下 圖 ノ如 ク,却 ツテ上昇 シ,過 敏 症 ノ目

標 トナ シ得 ズ、 尚 ホ對 照試 驗 ニ於 テ 「ア ンチ ピ リ

ン」 ノミヲ注 射 ス ル モ 血壓 ハ 上昇 ス.小 川 氏 ハ人

ニ於 テ「ア ンチ ピ リン」過 敏 症 ヲ惹 起 セ シ メ,血 壓

下 降 ヲ報 告 セ ル モ余 ガ家 兎 實 驗 ニ ア リテ ハ却 ツテ

上 昇 ス.

(第1圖A, R參 照)

第2節 「鹽酸 キニーネ」

「鹽 酸 キ ニ ー ネ」1%溶 液pro kg 0.2ccニ テ ハ 血

壓 ハ 下降 シ,pro kg 00.3ccニ テ ハ 下 降 セザ ル モ,

感 作試 獸 ニ此 量 ノ再 注 射 ニ テ ハ 血壓 下 降 ヲ呈 セ ザ

ル ヲ以 テ,過 敏症 發 症 ノ目標 トナ シ得ザ ル コ ト第

1圖Bニ 就 テ見 ル 如 シ.

第3節 沃度加里

對照試験ニ於テ1%沃 度加里溶液ヲpro kg 1.5cc

靜脉 内注射ヲ行フモ,何 等 ノ影響ナシ,偖 而沃度

加里,「 アドゾルビン」1%溶 液5cc隔 日5囘 感作

後2週 間ニシテ,1%沃 度 加里液pro kg 1.5cc靜

脉内注射ヲ行 フニ下圖 ノ如ク血壓 下降ヲ來ス.

(第2圖A, B參 照)
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第1圖 A.「 アン チピ リン」 ニ ヨル家兎血壓測 定

B.「鹽 酸 キ ニ ニ ー ネ」 ニ ヨル家 兎 血壓測 定
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第2圖 沃度加里ニヨル家兎能働性過敏症ノ血壓下降状態

第6章 皮膚反應

皮膚ガ免疫學上重大ナル意義ヲ有スルモノ

ナルハ,幾 多ノ學者ノ研究アリテ一般周知ノ

事ナリ.彼 ノ種痘ニヨル自動的免疫ノ如キ,

尚ホ皮膚發疹ヲ伴フ猩紅熱,麻 疹,「發疹チプ

ス」等ノ疾患ニ於テ該疾患ニ對 シ,強 度ナル

免疫ヲ獲得スルガ如 キヲ考 フレバ,皮 膚ガ免

疫上重大ナル役 ヲ演ズル機能ヲ有スルモノナ

ルハ,否 定 シ難 キ事實ナ リ.又 過敏性反應ニ

皮膚ガ重大ナル關係ヲ有スルモノナルハ想像

ニ難カラズ.Arthus36)氏 ハ馬血清ヲ家兎皮下

ニ反覆注射 シタルニ,第4囘 又ハ其ノ以後ニ

於 テ注射部位 ガ局所ノ炎症 ヲ惹起 シテ,潮 紅,

浮 腫,浸 潤又 ハ壞疽 ノ生 ズルヲ發 見 シ,前 處

置 ヲ腹腔 内ニシテ皮下注射 ヲ行 フモ此現象 ヲ

認 メ,之 ヲ全身過敏症 ト區別 シテ局所過敏症

ト稱 セ リ.Pirquet u. Sohick37)氏 ハ人體 ニ

於 テ觀察 セル同樣 ノ現象 ヲAllergieト 稱 ヘ

シガ,Bloch u. Massini38)氏 ハ 白癬菌 ニ對 ス

ル皮 膚局所免疫及 ビ移植 シタル罹患局所皮膚

ノ過敏 性保持 ヲ認 メ,Fellner39), Prausuitz

u. Kustner40)氏 等 ハ皮膚 ノAllergie性 ガ反

覆抗原 ヲ作用 セシムル事 ニ ヨリAnergie性 ト

ナル ヲ見,此2ツ ヲFellner氏 ハ皮膚細胞自
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身 ノ組織性特異變 化ニヨル ト説 キ,Martens-

tein41), Urbach42)氏 等 ハ抗體或ハAllergie

ヲ起 ス物質 ノ感 作 皮膚 局 所 産 生 ヲ主 張 シ,

Kohler u. Heilmann43)氏 ハ靜脉内感 作 ト皮

内感作 トヲ比較 シテ後者 ニ強 キ皮膚過敏症 ヲ

得 タリ.即 チ皮膚 ノ過敏性 ニハ全身過敏性 ニ

ヨルモ ノ ノ外局所過敏 性ヲ 輕視 スベ カ ラザ ル

ガ如ミ.最 近Schwartzmann44)氏 ハ細菌培 養

濾液ヲ 塚 兎皮内ニ注射 シ,24時 間 後同 一濾 液

ヲ靜脉内 ニ注射 ス レバ,速 ニ局所 ノ出血 ヲ來

シ,終 ニ壞疽形成 ニ至 ルヲ認 メ,其 ノ本態 ヲ

過敏症 ニ依 ルモノ トセ シガ,Gross45)氏 ハ追

試 的 ニ斯 ノ現象 ヲ認 メ,之 ヲ過敏症,Arthus

氏 現 象 トハ相違點 アルモ一 ノ過敏 性反應 ト見

テ,Schwartzman'sches Allergie-Phanomen

ト命 名 セリ.Doerr氏 ハ過敏症抗體 ハ,流 血

中ニハ少 ク シテ,或 ル特種細 胞 ニ固着 シテ存

在 ス.而 シテ其 ノ組織 細胞 ノ抗體 ト抗 原 ト相

反應 シテ,細 胞 ノ障碍 ヲ起 シ,其 ノ程度 ニ ヨ

リテ 「シヨツク」症状 ノ程度 ヲ異 ニス.而 シ

テ抗原 ヲ感作組織 ニ作 用セシムル コ トニ依 リ

テ 其 ノ組織 ニ限 ラ レタル特 有 ノ症状 ヲ呈 ス

ル モノニ シテ,各 々組織 ニ ヨリテ,其 ノ症状

ハ異 リタル モノナ リ.而 シテ皮膚組織 ニ於 テ

ハ皮内 ニ注入セ ラ レタ ル抗原 ニ ヨルQuad-

delbildungガ,局 所 過敏症 ノ定型的ナ ルモノ

ナ リ ト.Francesco Tonietti46)氏 ハ種 々ノ

異種 血清注射 ニ ヨリテ感作 ノ完成期間 ヲ定 ム

ル ニ,同 ジ血清 ノ皮内注射 ニヨリテ,Quad-

delbildungヲ 檢 シタ リ.而 シテ彼ハQuad-

delbildungヲ 其 ノ局所 ニ於ケ ル過敏症 ナ リ

ト報 ぜ リ.當 教室 ノ城47)氏 ハ能働性又 ハ被働

性 ニ感作 セル家兎或ハ海〓 ノ皮内 ニ同一抗原

ヲ注射 ス レバ,皮 膚過敏症 ヲ現 ス コ ト及 ビ能

働 或ハ被 働感作動物 ノ皮膚 反應 ハ感作動物血

液中 ノ沈降素量 ニ併行 スル等種 々興味 アル實

驗 ヲ行 ヘ リ.更 ニ小川氏 ハ「ピラ ミドン」ニテ

感作セル人 類 ニ 「1%ピ ラ ミ ドン食鹽水」 ヲ

0.1cc皮 内 ニ注射 シ,皮 膚 反應 ヲ出現 セシメ

得 タ リ ト報 ゼリ.サ レバ余ハ「ア ンチ ピリン」,

「鹽酸 キニー ネ」,沃 度加里 ヲ「ア ドゾル ビン」

ニ吸着 セシ メ,1%溶 液 トシ家 兎ヲ感作 シ
,

2乃 至3週 間 ノ潜伏期 ヲ經 テ皮膚 反應 ヲ檢 シ,

次 ノ成績 ヲ得 タ リ.

第1節 實驗材料竝ニ實驗方法

第1項 實驗動物

實驗動物 トシテハ著明ナル皮膚局所過敏症ヲ起

ストセラレタル家兎ヲ使用シ,體 重2kg内 外 ノ健

常成熟家兎 ノ可成白色ナルヲ選ベ リ.

第2項 抗 原

「ア ン チ ピ リン」,「鹽 酸 キ ニー ネ」,沃 度加 里 ヲ

「ア ド ゾル ビ ン」ニ吸着 セ シ メ,1%食 鹽 水溶 液 ト

ナ ス コ ト生體 過 敏症 ノ場 合 ト同 ジ.

第3項 皮内注射方法

皮内注射 ノ部位ニハ表皮厚クシテ皮内ニ注射シ

易ク,觀 祭 スルニ便ニシテ,注 射部位ヲ清潔ニ保

チ易キ背部ヲ選ペ リ.動 物 ヲ腹位ニ固定シ,背 部

ノ毛ヲ剪刀ヲ以テ皮膚ニ損傷ヲ與ヘザルヤウ注意

シツツ可及的短截 シテ,70%酒 精ニテ消毒シ,

「ツペルクリン」注射器ニ1/3mm注 射針ヲ附シタ

ルモノニテ,皮 膚 ノ淺部即チ皮内ニ注射シ,注 射

量ハ0.5ccニ シテ皮内ニ入レバ半球状 ノ膨隆生ズ.

第4項 過 敏性皮膚反應 ノ判定

Arthus氏 現象トハ過敏症ニ ヨル皮膚壞 疽ト解

134



藥劑(特 ニ「アンチピリン」,「鹽酸キニーネ」及ビ沃度加里)ニ ヨル過敏症樣反應ニ就テ 2491

釋セ ラルル事アレ共,氏 ノ實驗ニ於テモ潮紅,浮

腫,浸 潤等ノ症状強キ場合ニ壞疽 ノ起 リタルモノ

ノ如 シ,其 ノ後ノ研究ニヨレバ皮膚 ニ於 ケル局所

過敏症ハ一種 ノ炎症性反應ニシテ,壞 疽或ハ潰瘍

ノ形成ハ炎症症状 ノ程度ニヨルモノノ如ク,局 所

過敏症ヲ病理組織學的ニ研究セル右川氏モ此見解

ヲ持 シ,皮 膚粘膜ノ潰瘍形成ニ過敏性的成因ヲ追

加セル淺田氏モ組織學的所見ニハ對照トノ間ニ程

度 ノ差 ヲ認 メ,本質的ノ差ヲ認メズ.今余 ノ實驗 ノ

皮膚ニ於 ケル所見ヲ一般的ニ記載スレバ次 ノ如シ.

藥液 ヲ動物皮内ニ注射シテ生ジタル直經1-2cm

ノ略ボ半球状 ノ皮膚膨隆ハ5分 後ニハ出血斑點ヲ

生ジ,或 ハ出血ノ暈 ヲ圓形ニ,或 ハ赤紫色 ノ腫脹

(扁平疹)即 チQuaddelbildungヲ 作 リ,圓 形ナル

コト又ハ橢圓形ナルコトアリ.此 浮腫,腫 脹セル

Quaddelbildung又 ハ出血暈ハ漸次増惡シ,30分

ニシテ著シク,1時 間 ヲ經過セバ,褪 色シ始ム.

第2節 實驗成績

第1項 「ア ンチピ リン」

「1%ア ン チ ピ リン・ア ドゾル ビ ン」 ニ テ5囘 感

作 シ,2週 間 後 家兎 ノ背 部 ノ毛 ヲ相 對的 ニ短 剪 シ

1側 ニ ハ1%「 ア ンチ ピ リン」食 鹽 水 溶液0.5cc,他

側 ニ生理 的 食 鹽 水0.5cc皮 内注 射 ヲ行 ヒ,觀 察 ス

ル モ皮 膚 反 應 ヲ惹 起 セ ズ.然 レ共 之 等 ノ處 置 ヲ施

セル 家 兎 ノ「ア ンチ ピ リン」皮 内注射 ヲ行 ヘル 部 位

ニ20日 位 後 ニ,毛 ノ長 ク密 生 セル ヲ觀察 セ リ.コ

ノ現 象 ハ感 作 シ,皮 内 注射 ヲ行 ヘ ル 殆 ド多 ク ノ家

兎 ニ於 テ 目撃 セ シ奇 異 現象 ナ リ.尚 ホ 又 「ア ンチ

ピ リン 」ノ皮 内 注射 ヲ行 ヒ,24時 間後 ニ 「ア ンチ

ピ リン」 ノ靜脉 内 注射 ヲ行 フモ皮膚 反 應 ヲ呈 セ ズ.

更 ニ 「ア ンチ ピ リン ・アド ゾル ビ ン」ニテ感 作セ シ

免 疫 血 清 ヲ上 記 ノ方 法 ニ ヨ リ背 部 ノ皮内 ニ注 射 シ

8乃至20時 間後 ニ 「1%ア ンチ ピ リン」 液2ccヲ

靜 脉 内 ニ注射 スル モ,皮 膚 反 應 ヲ呈 セ ズ.

第2項 「鹽酸 キニーネ」

「1%鹽 酸 キ ニー ネ・ア ドゾル ビ ン」 ニテ5囘 免

疫 シ,29日 ノ潜伏 期 ノ後,家 兎 ノ背 部 ノ毛 ヲ剪 刀

ヲ以 テ短截 シ,1側 ニ 「鹽 酸 キ ニ ー ネ」1%溶 液 ヲ、

0.5cc皮 内 注射 ヲシ,他 側 ニ生 理 的 食 鹽 水 ヲ0.5cc

皮 内 注射 セ バ 「鹽 酸 キ ニー ネ」ヲ注 射 セ シ部 位 ニ,

上 記 ノ症 状 ヲ出 現 シ30分 ニ シテ最 モ著 明 ニ シテ,

1時 間 後 ヨ リ褪色 シ初 メ2日 後 消 褪 セ リ.

對 照 トシテ正 常 家 兎 ニ同 樣 ナル 方 法 ニ ヨ リ,皮

内 注 射 ヲ施 スモ.「 鹽 酸 キ ニー ネ」ヲ注射 セ シ部 位

僅 ニ潮紅 ノ感 アル ノ ミニ シテ,皮 膚反 應 ヲ現 サザ

ル コ ト次 圖 ニ示 ス如 シ.

(第3圖A, B參 照)

尚 ホ此 皮膚反 應 ヲ起 セル 家 兎 ノ體温 ハ,却 ツテ

上 昇 シ0.4℃ 乃至1℃ ノ上 昇 ヲ示 セ リ.尚 ホ 「1%

鹽 酸 キ ニー ネ・ア ド ゾル ビ ン」ニ テ免 疫 セ シ免 疫 血

清 ヲ上 記 ノ如 ク,家 兎 ノ背 部 ニ0.5cc皮 内 注 射 ヲ

行 ヒ,他 側 ニ生 理 的 食 鹽 水0.5ccヲ 皮 内 ニ注 射 シ

置 キ,8時 間 乃至20時 間 後 ニ,1%「 鹽 酸 キ ニ ー ネ

液 」ヲ2cc靜 脉 内 注射 ヲ行 フモ,皮 膚 反 應 ヲ呈 セ

ズ.更 ニ 「1%鹽 酸 キ ニー ネ液 」0.5cc皮 内 注射 ヲ

行 ヒ,24時 間 後 ニ 「鹽 酸 キ ニ ー ネ液 」 ノ靜脉 内注

射 ヲ行 フモ皮膚 反 應 ヲ呈 セ ズ.

第3項 沃度加里

「1%沃 度加里・ア ドゾルビン液」ニテ家兎ヲ免

疫 シ,2乃 至3週 後ニ背部ノ毛ヲ短剪シ,1側 ニハ

1%沃 度加里液0.5cc,他 側ニハ生理的食鹽水ヲ皮

内ニ注射 スルモ,皮 膚反應ヲ呈セズ.又1%沃 度

加里液0.5cc皮 内注射後24時 間 ヲ經テ,沃 度加里

液3cc靜 脉内注射 ヲ行 フモ皮膚反應ヲ呈セズ.更

-「1%沃 度加里・ア ドゾル ビン」ニテ免疫セシ免

疫血清ヲ皮内ニ注射 シ,8乃 至20時 間後ニ1%沃

度加里液3cc靜 脉内注射 ヲ行 フモ皮膚反應ヲ呈セ

ズ.
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第7章 眼結膜ニ於ケル實驗

A.「1%ア ンチ ピリン・ア ドゾル ビン」ニテ

5囘 免疫 シタル家 兎ノ眼球 内ニ 「1%ア ンチ

ピリン溶 液」 ヲ2滴,滴 下 シ眼球結 膜,眼 瞼

結膜 ノ充血,或 ハ對光 反應 ヲ注意 セシモ認 ム

ベ キ變 化ヲ 來サザ リキ.

B.「1%鹽 酸 キニー ネ・ア ドゾル ビン」ヲ以

テ5囘 免疫 シタル家兎 ノ眼球 ニ,「1%鹽 酸 キ

ニーネ溶液」 ヲ2滴,滴 下 スルモ,認 ムベキ

變化 ヲ來 サズ.

C.「1%沃 度 加里・ア ドゾル ビン」ニテ5囘

免疫 シタル家 兎 ノ眼球 ニ,1%沃 度 加里溶液

ヲ2滴,滴 下 スルモ,認 ムベ キ變化 ヲ來 サズ.

第8章 抗體産生ニ就テ

第1節 沈降反應

緒方教授 ノ發表ニナル免疫體稀釋法ヲ用 フ,即

チ「1%ア ラビヤゴム」生理的食鹽水 溶液 ヲ以テ,

免疫血清 ヲ遞減的ニ稀釋 シタルモ ノニ,生 理的食

鹽水ヲ以テ遞減的ニ稀釋セル反應原ヲ重疊シ,後

者ノ或稀釋度ニ於テ最モヨク反應スル,所 謂結合

帶 ト此稀釋度ニ於ケル沈降素價ヲ測定 シ,併 セテ

「ウーレンフート」氏沈降素價モ測定セシガ,何 レ

モ沈降反應出現セズ、即チ抗體産生ハ認ムル能ハ

ザ リキ.

第2節 補體結合反應

溶血系統 トシテ2.5%山 羊血球浮游液,溶 血價

ノ2倍 ノ溶血素及ビ補體價 ノ2倍 ノ補體 ヲ用フ.

試驗方法ハ上記免疫血清ヲ56℃30分 間非働性

トナシ,生 理的食鹽水ヲ以テ遞減的ニ稀釋セルモ

ノ0.5cc宛ニ 所要稀釋度ノ補體及ビ非働性トナセ

ル抗原 ノ生理的食鹽水 ヲ以テ遞減的ニ稀 釋セルモ

ノ0.5cc宛 ヲ配分シ全量 ヲ1.5ccト ナ ス.此 混合

液ハ能ク振盪シタル後37℃孵 卵器内ニ1時 間靜

置 シテ充分感作セシメ,取 出シテ溶血素溶液及ビ

2.5%山 羊血球浮游液各々0.5宛配當シ全量 ヲ2.5cc

宛 トナシ,再 ビ37℃ニ2時 間靜置然ル後室温ニ

放置シ翌朝成績判定ヲナス.

A.「 ア ンチピリン・ア ドゾルビン」ニテ免疫セ

シ,免 疫血清ハ下表ニ示ス如 ク,抗 原 ノ濃厚ナル

10倍 稀釋ニテ溶血現象ヲ呈セザルモ,コ ハ抗原 ノ

濃厚ニヨル阻止ナリ.

(第16表參 照)

第16表 家 兎免疫血清 ノ補體結合反應

B.「 鹽酸キニー ネ・アド ゾルビン」ニ テ感作セ

ル免疫血清ハ,抗 原ノ25及 ビ50倍 稀釋ニテ溶血

現象ヲ呈セザルモ,對照試驗 ノ抗原稀釋25及 ビ50

倍ニ テ同樣溶血現象ヲ呈セザル故,濃 厚抗原ニ ヨ

ル阻止現象ナリ.

C.「 沃度加里・ア ドゾルビン」ニテ感作セル免
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疫血清ハ第16表 ニ示スガ如 ク抗原濃厚部ニ於テ

結合スル ノミナレバ、對照試驗ニ於ケル抗原濃厚

部ニ於ケル結合 ト相俟ツテ抗原濃厚 ノ阻止現象ナ

リ.

第9章 遊離腸管過敏症

Schultz48)氏ガ1910年 ニ感作海〓 ノ遊離腸

管ハ,生 體 ト同ジク過敏症ヲ呈スルヲ稱ヘ,

其ノ後Dale49)氏 ノ被働性感作海〓 ノ腹部大

動脉 ヨリRinger氏 液ヲ環流シ,殆 ド完全ニ

血液ヲ驅 逐セル子宮筋過敏症實驗ニ依 レバ,

感作海〓 ト健康海〓 ノ抗原ニ對スル反應度 ノ

差違ハ,其 ノ海〓ニ抗原ヲ注射 シテ得タル反

應度 ト一致 スルテ實驗シ,Weil50)氏 ハ移働性

感作海〓ノ潜伏期中ニ別出シタル子宮筋(洗

滌セヌ)ハ 抗原ニ對 シ過敏症ヲ示サザルヲ觀

テ,(潜伏期 ト雖モ子宮筋ニ分布セル血管ノ血

液中ニハ抗體 ヲ含有スルハ必定ナリ)細 胞内

ニ未ダ抗體 ノ固着セザルガタメナリト結論セ

リ.1917年Manwaring u. Kusama51)氏 ハ

健康海〓ノ遊離肺臟ヲ感作動物ノ血清 ト抗原

トノ混合物 ヲ環流スルニ,常 ニ緩和ナル而モ

遲延 シタル過敏症 ト見做 ス可キ反應ヲ起 シ,

稀ニ完全ナル氣胞固着ヲ呈スルヲ實驗セル ト

共ニ,感 作海〓遊離肺臟ハ抗原ノ ミニ依 ツテ,

過敏症 ヲ惹起スルヲ證明 シ,之 等過敏症ハ半

バ細胞ニ半バ體液ニ依ツテ惹起 セラルルモノ

トナシ,細 胞,體 液説ノ折衷説ヲ主張セリ.

他方武田52)氏ハ同一實驗 ヲ行 ヒ,抗 原ノミニ

依 ツテ過敏症ヲ呈スルヲ認 メ,類 屬反應及ビ

抗體抗原混合物環流ニ依ル過敏症ヲ認 メズ,

當教室 ノ景山53)氏ハ血清中ニ含有セラルル沈

降素量 ト,遊 離肺臟ノ過敏症 トノ關係ヲ研究

シ,過 敏症ヲ惹起セシムルニ要スル最小抗原

量ハ,元 血清ノ結合帶 ト密接ナル關係ヲ有ス

ルヲ證明セリ.又 桑名54)氏ハ海〓遊離腸管ハ

能働性及ビ被働性過敏症 ヲ惹起 シ,過 敏症惹

起ノ最適當抗原量ハ沈降素ノ結合帶,或 ハ其

ノ2倍 量ナ リト述 ブ.尚 ホ大城55)氏ハ海〓遊

離子宮過敏症ニ於ケル潜伏期ハ能働性免疫ニ

於テハ,2乃 至3週 間ヲ最適當 トス ト.以 上

ノ如ク感作動物 ノ遊離臟器モ亦,生 體ト同ジ

ク過敏症 ヲ惹起 シ得ルノ事實ハ現今一般ニ認

メラルルニ至 レリ.余 ハ藥劑感作ニ ヨル遊離

腸管ハ,生 體 ト同樣ニ過敏症類似 ノ攣縮ヲ起

スヤ否ヤヲ實驗 シ,茲 ニ興味 アル事實ヲ得タ

レバ大方諸賢ノ御批判ヲ乞ハントス.

第1節 實驗材料竝ニ實驗方法

第1項 供試動物

2000g内 外 ノ正常家兎 ヲ使用セリ.

第2項 抗 原

「ア ンチ ピ リン」,「鹽 酸 キニ ー ネ」,沃 度 加里 ヲ

「ア ドゾル ビ ン」ニ吸着 セ シ メ,1%食 鹽 水 溶液 ト

スル コ ト生 體過 敏 症 ノ場 合 ト同 ジ.

第3項 感 作

上記各1%溶 液5ccヲ 家兎耳靜豚内ニ隔日ニ5

囘注射シ,2乃 至3遇 後ニ脱血死ニ至ラシメ,直

チニ開腹小腸ヲ摘出シ,Ringer氏 液 ヲ以テ腸内容

ヲ清洗シ,Ringer氏 液 ヲ盛レルSchaleニ 入 レ氷

ヲ入レタル魔法瓶ニ貯ヘ,直 チニ實驗セ リ.

第4項 實 驗

過敏症實驗ハMagnus氏 ノ摘出臟器懸垂法ニ

依 リ,榮 養液 トシテハRinger氏 液 ヲ用ヒ,液 ノ

温度ハ常ニ38℃ ヲ保 タシメ,抗 原ハ「アンチピリ

ン」,「鹽酸キニーネ」,沃度加里ノ各1%溶 液,或
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ハ10%熔 液ト シ,注加セシ藥液 ト共ニ全榮養液ヲ

50ccト セリ.反應ハ便宜上極度 ノ攣縮,即チ反應後

ハ腸管運動ヲ停止セルモノヲ極度 ノ反應ト稱シ,

一旦相富ノ反應ヲ呈スルモ,反應後 ト雖モ,尚 ホ腸

管運動ヲ停止セザルモノヲ中等度 ノ反應 ト呼ビ,

輕微 ノ攣縮 ヲ弱反應 ト定ム.抗 原 ノ注加方法ハ可

成注加影響 ヲ避ケル爲,少 量ニ止メ,例 ヘバ抗原

0.5注 入 スル時ハRinger氏 液 ヲ46.5cc中 ニ遊離

腸管ヲ懸垂シ.Ringer氏 液 ヲ以テ稀釋シタル抗原

ヲ榮養液 ト同温ニセシモノヲ0.5注 加 ス.本 實驗

ニ於テ特ニ注意ヲ要スルハ腸管 ノ取扱ナリ.腸 管

ハ可及的外力 ヲ加ヘザルヲ旨トシ,手 指 ヲ全然觸

ルルコトナク靜カニ腸管 ヲ摘出シ,一 旦Ringer

氏液 ヲ盛レルSchaleニ 入 レ乾燥 ヲ防ギ,然 ル後,

腸内容 ヲ腸管 ノ一端ニ漏斗ヲ篏メ充分ニ洗滌除去

スルヲ要ス.然ラ ザル場合,或 ハ氷室ニ保存長キ

ニ失スレバ腸管ハ,正 規運動ヲ起サザルハ勿論,

抗原ニ對シテモ亦,正 規反應ヲ示サズ,故 ニ遊離

腸管 ノ保存期間ハ5時 間以内 トス.

第2節 實驗成績

第1項 「アンチ ピリン」

對照試驗 トシテ「1%ア ンチピリン溶液」ノ種々

ナル量 ヲ注加シ,腸 管 ノ影響ヲ來サザル最大量ヲ

檢索セルニ下圖ニ示ス如 ク,5ccナ リ.偖而 「アン

チピリン・ア ドゾルビン」1%溶 液5ccニ テ5囘 感

作シ,2乃 至3週 間後ニ脱血死ニ陷 ラシメ.遊離腸

管ニ就キ過敏症攣縮 ヲ檢スルニ,1%液1ccニ テ

ハ僅カナレ共5cc注 加 ニ於テハ著明ナル弛緩ヲ來

スコト下圖ニ示スガ如シ.サ レバ「アンチピリン」

感作 ノ家兎遊離腸管ハ過敏症攣縮 ヲ來サズ.

(第4圖A, B參 照)

第4圖 「アンチピリン」ニ ヨル遊離腸管過敏症實驗
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第2項 「鹽酸 キニーネ」

對照 試 驗 トシ テ 「1%鹽 酸 キ ニ ー ネ」溶 液 ノ種 々

ナ ル 量 ヲ注 加 シ,腸 管 ニ影置 ヲ與ヘ ザ ル 最 大 量 ヲ

定 メ タル ニ,0.2ccナ リ.

依 而 「鹽酸 キ ニ ー ネ・ ア ドゾル ビン」1%溶 液

5cc宛 隔 日5囘 感作シ,2乃 至3週 間後ニ家兎ノ遊

離腸管ニ就キ,過敏症試驗 ヲ行フモ腸管ハ「1%鹽

酸キニーネ」0.2cc注 加 ニテハ 却ツテ腸管ノ弛緩

ヲ來スコト下圖ニ示ス如 クニシテ,過 敏症攣縮ヲ

來サズ.(第5圖A, B參 照).

第5圖 「鹽酸 キニーネ」ニヨル遊離腸管過敏症實驗

第3項 沃度加里

第1目 家 兎遊離腸管過敏症ニ使用スル

反應原 ノ對照試驗

異種血清 ノ遊離臟器 ニ對スル實驗ハSchultz及

ビDaleニ ヨ リ毒性ヲ有ストサレ,武 田氏ハ反應

原ハ3日 以上氷案ニ放置セルモノヲ可トスト.景

山氏ハ山羊血清ハ採血後1日 以上經過セルモノハ

1%溶 液 ニテハ肺組織ニ對シ何等 ノ影響モ與ヘズ

ト.又 桑名氏ハ5日 以上氷室ニ靜置シタル牛,馬,

山 羊血清ハ共ニ2%液 トスルモ何等 ノ影響モ與ヘ

ズ ト云ヘ リ.余 ハ實驗 ノ都度調製シ使用セリ.

(第6圖A, B, C參 照)
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第6圖 家兎遊離腸管能働性過敏症實驗

上圖ニ見ル如 ク10%沃 度加里0.5ccニ テハ何

等ノ影響モ與ヘズ.

第2目 能働性免疫家兎遊離腸管ノ

過敏症實驗

「沃度加里 ・アドゾルビン」1%溶 液5ccヲ 隔

日耳靜脉ニ5囘 免疫シ,2乃 至3週 後ニ遊離腸管

ニ就テ實驗 ヲ行フー,次 圖ノ如ク,10%沃 度加里

0.2cc注 加 ノ際 モ,輕 度 ノ腸 管 攣 縮 ヲ來 シ,0.5cc

注 加 ニテ ハ中 等 度 ノ反 應 ヲ呈 ス.

第3目 被働性免疫海〓遊離腸管ノ

過敏症實驗

A.對 照 試 驗

10%沃 度加 里0.3cc注 加 ニ於 テハ 何等 ノ影 響 モ

與 ヘ ズ.(第7圖
A, B, C, D參 照)

141



2498 森 下 亮 善

第7圖 海〓遊離腸管ノ被働性過敏症實驗

B.彼 働 性過敏症實驗

「1%沃 度加里・アドゾルビン溶液」 ヲ以テ免疫

シタル家兎免疫血清 ヲ1.5cc250g内 外 ノ海〓 ノ

靜脉内感作ヲ行ヒ,24時 間後ニ脱血死ニ陷 ラシメ

タル遊離腸管ニ就キ,過 敏症實驗ヲ行フニ,10%

沃度加里液0.2ccニ テハ輕度 ノ過敏症樣攣縮 ヲ來

シ,0.3ccニ テハ中等度 ノ過敏症樣攣縮ヲ來スコ

ト次圖ノ如シ.

第4目 能働性家兎遊離腸管ノ抗過

敏症實驗

生體過敏症ニ於テ抗過敏症ノ存スルハ一般ニ認

メラレ,之 等成立 ノ機轉ニ關シテハ,Bessau氏 ハ

再注射抗原ニヨリ血中ニ新生セラレタル過敏毒ニ

依ツテ,動 物體細胞 ノ感受性減退 ヲ以テ説明シ,

Friedberger, Doerr,小 酒井氏等ハ試驗管内抗體,

抗原反應ニ於 ケルガ如ク抗體 ノ中和ニ期シ,Weil
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氏ハ試驗管内ニ於 ケルガ如 キ定量的反應 ト異ナ

リ,膠 質反應即 チ物理的割合ニ依ツテ起ル抗體消

失 ニ期 セ ン トスル モ ノ ノ如シ.

(第8圖A, B, C, D參 照)

第8圖 遊離腸管抗過敏症實驗

1例 ニ於テハ0.2cc沃 度加里10%液 注加シ一旦

輕度 ノ攣縮ヲ起セルモノニ最大量0.5cc注 加セバ

中等度 ノ攣縮 ヲ起ス.

他例ノ家冤腸管ニ於テ0.5cc注 加 シ中等度 ノ攣

縮ヲ起セルモノニ更ニ0.8cc注 加 スルモ反應ヲ呈

セズ.

第5目 被働性海〓遊離腸管ノ抗過敏症實驗

第8圖 ニ就テ見ル如ク,10%沃 度加里液0.1cc

注加 シ,輕 度ノ攣縮ヲ來セルモノニ更ニ最大量 ノ

0.3ccヲ 注加スレバ再ビ過敏症攣縮ヲ起ス.

故 ニ遊離腸管ニ於ケル抗過敏症ハ,沃 度加里 ニ

於テハ證明シ得ズ.
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第10孝 總 括竝 ニ考 按

以上 ノ實驗成績 ヲ茲 ニ總括 シ按 ズルニ,藥 劑

ニ ヨル「イデヲ ジンクラジー」ハ「ア レルギー」

ト密接 ナル關係 ニアル コ ト明 ニ シテ余 ハ非抗

原物質ナル「ア ンチ ピリン」,「鹽酸 キニー ネ」,

沃 度 加里 ニ ヨリテモ之 ヲ吸着 セシメテ感作ス

レバ微弱 ナガラ過 敏症樣症 状 ヲ呈 シ亦各種 ノ

血清 反應 ニ於 テ陽性 ト認 ムベキ反應 ヲ推知 シ

得 タ リ.故 ニ一見抗原體 ニ非 ズ ト考 ヘ ラルル

如 キ物質 モ生體 ニ於 テ,或 ル條件 ガ整ヘバ抗

原 トナ リ得 ルモノニシテ,抗 原 ト非抗原 トノ

間ニハ嚴格 ナル境界ハ 存 セザルモノナル コ ト

ヲ知 ラル.又 抗體形成 ノ有 無 ヲ爭 フ コ トモ

Konigsfeld氏 ガ特異 ノ方法 ニ ヨリ,正 常動

物 ヲ「ア レルギー」性人間 ノ血液 ヲ送 入 スル コ

トニ由 リ,「 ア レルギー」性 トナ シ得 タ リトノ

報告 ハ,余 モ之等藥物 ノ沈降 反應及 ビ補體結

合 反應 ニ ヨリ抗體 ヲ證 明 シ得ザル モ,能 働性

ニ之等藥物 ヲ 「ア ドゾルビン」 ニテ吸着 セシ

メ,感 作 セシ場合 ニ於 テハ,蛋 白體 ニヨル過

敏症 ニ類似 セル過敏症 状 ヲ惹起 ス.

然 レ共 其 ノ反應 ハ蛋 白體 ニ ヨル過敏症 ノ如

ク激甚ナル モノ ヲ現 シ得 ズ,ソ ハ沈降素 ノ測

定不能 ナル爲,結 合帶 ヲ見出 シ得ザ レバ,過

敏症死 ノ適 量 ヲ見 出 シ得ザル爲 ナ ランカ,何

トナ レバ小川氏ハ「ピラ ミドン」加膿汁 ニテ經

口免疫 セル海〓 ニ,同樣 抗原 ヲ經 口的 ニ投與

シ,過 敏症死 ヲ惹起 セ シメ得 タ リ,併 シ此際

剖檢 スル モ肺臟膨張 ヲ來 シ居 ラズ ト云ヘ リ.

尚 ホ氏 ハ墨汁填塞 ヲ行 と網 状織 内被細胞系統

ノ機能 ヲ封鎖 ス レバ,「 ア レルギー 性 シヨツ

ク」 ヲ輕減 シ得 ルモノナ リ ト云ヘ リ.

如 斯過敏症類 似 ノ「ア レルギー性 シヨ ツク」

ヲ惹起 シ得 ルモノニ シテ,此 際體 温ハ1℃ 内

外 下降 シ,過 敏症 ノ目標 トモナ リ得ベ キ補體

量 ノ減 少 ヲ常 ニ來 スモノナ リ.過 敏症反應 ノ

本態 ニ關 シテFriedberger一 派 ハ體液説 ヲ稱

ヘ,補 體 ノ動搖 ハ「シヨツク」ノ必發現象ナ リ

ト力説 シ居 ルガ,余 ノ藥劑 ニヨル,過 敏症樣

「シヨツク」ニ於 テモ,補 體 ノ減少 ヲ來 ス.然

レ共補體 ノ減 少ガ之 等藥 劑ニ ヨリテモ減 少 ス

ルモノナ リヤ否 ヤヲ 對照試驗 トシテ,檢 スル

ニ,之 等藥劑注射 ニ ヨリテハ減少 セズ.小 川

氏 モ 「ピラミ・ドン」0.02gヲ 注 射 シ補體 ノ態

度ヲ 檢 シ,却ツ テ増加 ノ傾向 ヲ30分 後 ニ於

テ取ル コ トヲ報 ゼルハ余 ノ意 ヲ強 クスル所 ナ

リ.被 働性過敏症 ニ於 テモ,之 等藥物 ニ ヨリ

被働性過敏症類似 ノSchockヲ 起 シ得 ルモノ

ニ シテ,之 際 モ體温 ノ下降及 ビ最 モ重要視サ

ルル補體 ノ減少 ヲ來 セリ.此 藥物 ニヨ ル過敏

症類似「シヨツク」ヲ家兎 ニ於 テ檢 シ血壓測定

ヲ行 ヘルモ,「 ア ンチ ピリン」ニ於 テハ却 ツテ

上昇 ス.小 川氏 ハ人體 ニ於 ケル「ビラミ ドン」

過敏症 ニ於 テ血壓ノ 下降 ヲ證明 セルモ,余 ガ

家兎 ニ於ケル實驗 ニ於テ ハ却 ツテ上昇 ス.又

遊離腸 管過敏症 ヲ檢 セルニ「アンチピ リン」ニ

於 テハ,腸 管 ノ攣縮 ヲ來 サズ シテ,却 ツテ弛

緩 ス.

「鹽酸 キニー ネ」ニ於 テモ,遊 離腸管 ハ過敏

症攣縮 ヲ來 ス コトナク,却 ツテ弛緩 ス.故 ニ

「ア ンチ ピ リン」及 ビ 「鹽酸 キニー ネ」ハ純 然

タル過敏症 ヲ惹起 スルモノニ非ズ シテ,過 敏

症類似 ノ 「ア レル ギー性 シヨツク」 ヲ惹起 ス

ル モノナル コ トヲ肯 定 スルニ難 カラズ.依 之

觀之,「 ア ンチピ リン劑」ニヨリ,過 敏症 ヲ惹

起 スベ キモノナ リ トノ諸學者 ノ實驗或 ハ反駁
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ハ,以 上 ノ實驗成績 ニ ヨリ畢竟 スルニ 「アン

チピ リン劑」及 ビ「ヒニン劑」ハ過敏症類似 ノ

「アレル ギー性 シヨツク」ヲ惹起 スルモ,純 粹

ノ過敏症症 状ニハ非 ザ リシコ トヲ確 カ メ得 タ

リ ト信 ズ.之 ニ反 シ沃度 加里 ハ,能 働性竝 ニ

被働性過敏症 ヲ惹起 シ,更 ニ抗過敏症 ヲ證明

シ,此 際體温下降及 ビ補體 ノ減少 ヲ來 シ,家

兎ニ於 テ最 モ重要視 サルル血壓 下降 ヲ來 シ,

更 ニ遊離腸 管 ノ能働性竝 ニ被 働性過敏症攣縮

ヲ來 ス諸點 ヨリ考 フル時 ハ,假 令沈降素 反應

及 ビ補體 結合 反應 ニ ヨリ抗體 ヲ證明 シ得 ズ ト

雖 モ,蛋 白體 ニ ヨル過敏症 ト同一ノモノナ リ

ト首肯 シ得 ラル.小 川氏 ハ「ピラ ミドン」經 口

免疫ニ於 テ皮膚反應 ヲ報告 セル モ,余 ガ 「ア

ンチピリン」冤疫 ニ於 テハ皮膚 反應 ヲ現サズ,

サ レド1箇 月後 ニ於 テ「アンチ ピリン」皮内注

射 ノ部位 ニ毛ノ密 生 セルヲ見タ リ.

「鹽酸 キニー ネ」ニ於 テハ出血斑竝ニQuad-

delbildungヲ 惹起 シ,30分 ニ シテ著明 ニシ

テ,1時 間 後ニハ褪色 シ初 メ2日 後 ニ消 失 セ

リ.沃 度 加里 ニ ヨル皮膚 反應 ハ出現 セシメ得

ズ.故 ニ小川氏ガ人ニ於 テ「アンチ ピリン」皮

膚 反應 ヲ證明 セル モ,余 ハ家 兎ニ於ケル,皮

膚 ノ過敏症 ヲ證明 シ得 ザ リシモ,「鹽酸 キニー

ネ」ニ ヨル皮膚 ノ局所過敏症 ハ證明 シ得 タ リ.

サ レド之等藥劑 ノ皮膚 ニ於ケ ル逆 過敏症 ハ共

ニ證明 シ得 ザ リキ.尚 ホ之 等藥劑 ニテ免疫 セ

シ家 兎ノ眼球 局所過敏症 ハ,之 等藥劑 ノ點滴

ニ ヨリテハ發症 シ得ザ リキ.

第11章 結 論

1.「 ア ンチ ピリン」及 ビ 「鹽酸キニー ネ」

ハ,能 働性過敏症類似 ノ 「ア レルギー性 シヨ

ツク」 ヲ惹起シ,此 際體温下降及 ビ補體減 少

ヲ來 ス.

2.「 ア ンチ ピリン」及 ビ「鹽酸 キニーネ」ハ

被働 性過敏症 類似 ノ「ア レルギー性 シヨツク」

ヲ惹起 シ,此 際體 温下降及 ビ補體減 少ヲ來 ス.

3.沃 度 加里 ハ能働性竝 ニ被働性過敏症 ヲ

惹起 シ,此 際體 温下降及 ビ補體減 少ヲ來 ス.

4.「 鹽酸 キニー ネ」ハ局所過敏症 ニ於 ケル

皮膚 反應即 チ出 血斑 及 ビQuaddelbildungヲ

形 成 スルモ,「 ア ンチ ピリン」及 ビ沃度加里 ハ

皮膚反 應 ヲ呈 セズ.

5.「 ア ンチ ピリン」,「鹽酸 キニー ネ」及 ビ

沃度加里ハ眼 反應 ヲ呈 セザルモノノ如 シ.

6.沃 度 加里 ハ遊離腸 管ノ能働性竝 ニ被働

性過敏症 ヲ惹起 スル モ,「 ア ンチ ピリン」及 ビ

「鹽酸 キニー ネ」ハ遊離腸 管ノ弛緩 ヲ來 シ,過

敏症攣縮 ヲ起 サズ.

7.沃 度 加里 ニア リテハ抗過敏症 ヲ證 明 ス

ル モ,遊 離腸管 ノ抗過敏症 ハ證明 シ得 ズ.

8.沈 降 反應及 ビ補體結合反應 ニ ヨリ之等

藥劑 ノ抗體 ヲ證 明 シ得 ザルモノノ如 シ.
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校閲 ノ勞ヲ賜ハ リタル恩師緒方教授ニ衷心ヨ

リ感謝 ノ意ヲ表スル ト共ニ,本 實驗ニ多大ノ
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